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安全性

次の安全上の注意事項に留意してください。

一般的注意事項

¡ 本説明書をよくお読みください。
¡ 本説明書および製品情報は、今後の使用または後の所有者のため
に保管しておいてください。

¡ 輸送による損傷がある場合は、機器を接続しないでください。

目的の用途

機器を使用する際は、以下の点を確認してください。
¡ 家庭での食器洗いに。
¡ 個人の家庭および、家庭環境で閉じた空間で。
¡ 最大で海抜2500mの高さまで。

ユーザーグループの制限

本装置は、8歳以上のお子様および身体、感覚または精神的な能力
に制限がある、あるいは経験および／または知識が不足している人
でも、監督の下、または本人が本装置の安全な使用に関して説明を
受け、かつ結果として生ずる危険を理解した場合は、使用すること
ができます。
お子様が本機器で遊ぶことは許されません。
洗浄とユーザーによる保守は、監督下にないお子様が行ってはなり
ません。
8歳未満のお子様が本装置および接続配線・配管に近づかないよう
にしてください。

安全な設置

警告 ‒ 負傷の危険!
不適切な設置を行った場合、負傷の原因となる恐れがありま
す。
▶ 本装置の設置・接続を行う際は、取扱説明書および取付説明
書の指示に従ってください。
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警告 ‒ 電磁場の危険!
¡ 不適切な設置は危険です。
▶ 本装置は、必ず銘板の表示に従って接続し、作動させてくだ
さい。
▶ 同梱されている新しい機器の電源ケーブルを常に使用しま
す。
▶ 本装置は、必ず規則に従って据え付けられたソケットを経由
して、交流電流の電源にアース接続します。
▶ 家庭内電気配線の保護接地網が規定どおりに設置されている
必要があります。
▶ 絶対に外部切替え装置（タイムスイッチやリモコンなど）を
使用して本装置に電源を供給しないでください。
▶ 本装置が取り付けられている場合、電源接続配線の電源プラ
グを自由にアクセスできるようにするか、あるいは自由にア
クセスできない場合は、設置規定に従って固定式電気設備内
に全極切断装置を取り付けてください。
▶ 装置を設置するときは、電源接続配線の挟込みや損傷が生じ
ないように注意してください。

¡ 吸気ホースの切断またはアクアストップバルブの浸水は危険で
す。
▶ 絶対にプラスチック製ボディーを水に浸さないでください。
プラスチック製ボディーの吸気ホースには電気式バルブが付
いています。
▶ 絶対に吸気ホースを切断しないでください。吸気ホースに電
気接続配線があります。

警告 ‒ 火災の危険!
¡ 延長電源接続配線や未許可のアダプターの使用は危険です。
▶ 延長ケーブルまたはマルチタップストリップは使用しないで
ください。
▶ メーカー認定アダプターと延長電源接続配線のみを使用して
ください。
▶ 電源接続配線が短すぎ、延長電源接続配線が利用できない場
合は、電気専門店に問い合わせて屋内電気設備の調整をして
もらってください。
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¡ 装置と設備配管（ガスや電気等）の接触は設備配管の故障の原
因になることがあります。腐食したガス配管から供給されるガ
スが燃焼するおそれがあります。損傷した電線は短絡接続を招
くおそれがあります。
▶ 装置と設備配管の間を少なくとも 5 cm 空けるようにしてく
ださい。

警告 ‒ 負傷の危険!
装置のドアを開閉する際には、ヒンジが動くため、けがをする
おそれがあります。
▶ ベースとなっている装置または統合可能な装置が周囲を囲ま
れたスペースに設置されておらず、そのために側面へのアク
セスが可能な場合、ヒンジ部分は側面をカバーする必要があ
ります。そのためのカバーは、特別アクセサリーとして専門
店または弊社のカスタマーサービスでご購入いただけます。

警告 ‒ 転倒の危険!
不適切な設置は本装置が転倒する原因となる恐れがあります。
▶ ビルトアンダー装置またはビルトイン可能装置は、必ず隣接
キャビネットに確実に接続されている貫通式作業プレートの
下にのみ取り付けてください。

安全な使用

警告 ‒ 健康に対する重大な損傷の危険!
洗浄剤製品およびリンス剤製品のパッケージに記載されている
安全上の注意および使用上の注意に留意しなかった場合、重大
な健康被害の原因となる恐れがあります。
▶ 洗浄剤製品およびリンス剤製品のパッケージに記載されてい
る安全上の注意および使用上の注意に留意してください。

警告 ‒ 爆発の危険!
¡ 本装置の洗浄庫に溶剤を入れると、爆発を引き起こす恐れがあ
ります。
▶ 絶対に溶剤を本装置の洗浄庫に入れないでください。
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¡ 本装置の洗浄庫で強刺激アルカリ性／強酸性洗浄剤をアルミニ
ウム製部品と組み合わせると、爆発を引き起こす恐れがありま
す。
▶ アルミニウム製部品（換気フードのグリースフィルターやア
ルミニウム鍋など）との関連で、本装置のお手入れなどに
は、絶対に業務用または産業用の強アルカリ性／強酸性洗浄
剤を使用しないでください。

警告 ‒ 負傷の危険!
¡ 本装置のドアを開けたままにすると、負傷の原因となる恐れが
あります。
▶ つまづくなどの事故を防止するために、本装置のドアは、食
器の収納および取り出しの際にのみ開けてください。
▶ 開けた本装置のドアの上に座ったり、立ったりしないでくだ
さい。

¡ ナイフや先端の尖った用具類は、負傷の原因となる恐れがあり
ます。
▶ ナイフや先端の尖った用具類は、先端側を下にして、カトラ
リーバスケット、ナイフホルダーまたはカトラリートレイに
収納してください。

警告 ‒ 熱傷の危険!
プログラム進行中に本装置のドアを開くと、本装置から高温水
が噴出する恐れがあります。
▶ プログラム進行中に本装置のドアを開く場合は、慎重に行っ
てください。

警告 ‒ 電磁場の危険!
¡ 湿気が浸入すると、感電の原因となる恐れがあります。
▶ 本装置は、必ず密閉した室内で使用してください。
▶ 絶対に本装置を高温および湿気に曝さないでください。
▶ ドライクリーナーや高圧クリーナーを使用して、本装置を洗
浄しないでください。

¡ 電源コードの絶縁体が損傷していると危険です。
▶ 食器洗浄機の電源コードが熱を持った装置部品または熱源に
接触することが絶対にないようにしてください。
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▶ 電源コードが鋭い先端や角に接触することが絶対にないよう
にしてください。
▶ 絶対に電源コードを曲げたり、つぶしたり、あるいは改造し
たりしないでください。

警告 ‒ 火傷の危険﻿!
ゼオライト容器の排気口は熱くなるため、やけどをする恐れが
あります。
▶ ゼオライト容器の排気口に絶対に触れないでください。

装置の損傷

警告 ‒ 電磁場の危険!
¡ 装置が損傷したり、電源コードの絶縁体が損傷したりしている
と危険です。
▶ 損傷した機器は、絶対に稼働させないでください。
▶ 絶対に表面に亀裂が入ったり、破損した装置を作動させない
でください。
▶ 絶対に電源接続配線から引いて、本装置を電源から切り離さ
ないでください。必ず電源コードのプラグを抜いてくださ
い。
▶ 本装置または電源接続配線が損傷している場合は、ただちに
電源接続配線の電源プラグを引き抜くか、ヒューズボックス
のヒューズをオフにして、給水栓を閉めます。
▶ "カスタマーサービスに連絡してください。" → ページ ﻿60

¡ 不適切な修理は危険です。
▶ 専門訓練を受けた専門技術者のみが本装置の修理を行うこと
ができます。
▶ 本装置を修理する際は、必ず純正交換部品を使用してくださ
い。
▶ 本装置の電源接続配線が損傷している場合、メーカーまたは
そのカスタマーサービスから入手した専用の接続配線と交換
する必要があります。
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お子様にとっての危険

警告 ‒ 窒息の危険!
¡ お子様が梱包材を頭に被ったり、その中でからまったりするこ
とで、窒息する恐れがあります。
▶ 梱包材にお子様が近づかないようにしてください。
▶ お子様を梱包材で遊ばせないでください。

¡ お子様が小さな部品を吸い込んだり、飲み込んだりすることに
よって、窒息する恐れがあります。
▶ 小さな部品にお子様が近づかないようにしてください。
▶ お子様を小さな部品で遊ばせないでください。

¡ お子様が本装置の中に閉じ込められ、窒息してしまうこともあ
ります。
▶ チャイルドロックが備わっている場合、これを使用してくだ
さい。
▶ 絶対にお子様を本装置で遊ばせたり、お子様に本装置を作動
させないでください。

警告 ‒ 健康に対する損傷の危険!
子どもが装置内に閉じ込められて生命に危機にさらされるおそ
れがあります。
▶ 使用済み装置では、電源コードのプラグを抜いてから電源コ
ードを分断し、装置のドアの錠前を破壊して、装置のドアが
閉じられなくなるようにしてください。

警告 ‒ 圧砕の危険!
上置き装置の場合、装置のドアとその下にあるキャビネットド
アの間にお子様が挟み込まれる恐れがあります。
▶ 本装置のドアの開閉時は、お子様に注意してください。

警告 ‒ 化学熱傷の危険!
リンス剤製品および洗浄剤製品は、口、のど、眼に入ると炎症
を起こす恐れがあります。
▶ リンス剤製品および洗浄剤製品にお子様が近づかないように
してください。
▶ 開けた状態の本製品にお子様が近づかないようにしてくださ
い。洗浄庫の水は飲料水ではありません。洗浄剤およびリン
ス剤の残存物がまだ残っていることがあります。
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警告 ‒ 負傷の危険!
お子様がその小さな指をタブレット収集トレーのスリットに挟
み込まれたり、負傷する恐れがあります。
▶ 開けた状態の本製品にお子様が近づかないようにしてくださ
い。

セーフティーシステム

本装置によって発生する恐れのある危険からお子様を保護してくだ
さい。
本装置には、"チャイルドロック" → ページ ﻿12が装備されていま
す。
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物的損傷の回避

物的損傷の回避
物的損傷の回避

安全な設置

注意!
¡ 不適切な設置を行った場合、本装置
の損傷の原因となる恐れがありま
す。
▶ 本食器洗浄機を他の家庭用装置の
上または下に組み込む場合、本食
器洗浄機と組み合わせた取り付け
に関する情報については、それぞ
れの家庭用装置の組立説明書に記
載されている情報に従ってくださ
い。

▶ 情報がない、または該当する注意
事項が組立説明書に記載されてい
ない場合、本食器洗浄機を他の家
庭用装置の上または下に確実に取
り付けるために、それらの家庭用
装置のメーカーにお問い合わせく
ださい。

▶ メーカーから情報が提供されてい
ない場合、本食器洗浄機をそれら
の家庭用装置の上または下に組み
込むことはできません。

▶ また、すべての家庭用装置の安全
な運転を保証するために、本食器
洗浄機の組立説明書にも留意して
ください。

▶ 食器洗浄機を調理場の下に取り付
けないでください。

▶ 本食器洗浄機は、熱源（ヒータ
ー、蓄熱機、オーブン、またはそ
の他の熱発生装置など）の近くに
は設置しないでください。

¡ 装置の排水管の接触は排水管の腐食
を招き、排水管に漏れが生じること
があります。
▶ 装置と排水管の間を少なくとも

5 cm 空けるようにしてくださ
い。同梱の排水接続および飲料水
接続用配管はこの限りではありま
せん。

¡ 水ホースの変質または損傷が物的損
害または装置の損害の原因となるお
それがあります。
▶ 絶対に水ホースを折り曲げたり、
つぶしたり、変質させたり、切断
したりしないでください。

▶ 同梱の水ホースまたは純正の交換
ホースのみを使用してください。

▶ 使用済み水ホースを再使用するの
は絶対におやめください。

¡ 水圧が低すぎる、または高すぎる場
合、機器の機能が損なわれるおそれ
があります。
▶ 水供給設備の水圧が最低50

kPa（0.5 bar）～最高1000
kPa（10 bar）であることを確認
してください。

▶ 水圧が表示された最高値を超える
場合は、飲料用水接続部と機器の
ホースセットの間に減圧バルブを
取り付ける必要があります。

安全な使用

注意!
¡ 蒸気が発生すると、取り付け家具を
損傷する恐れがあります。
▶ プログラム終了後、装置をしばら
く冷ましてからドアを開けてくだ
さい。

¡ 食器洗浄機用特殊塩は洗浄容器を腐
食によって損傷する恐れがありま
す。
▶ 洗浄容器から溢れた特殊塩が洗浄
されるよう、特殊塩はプログラム
スタート直前に特殊塩ストック容
器に入れます。

¡ 洗浄剤は、軟水化装置を損傷にする
恐れがあります。
▶ 軟水化装置のストック容器には、
食器洗浄機用特殊塩のみを入れて
ください。

¡ 不適切な洗浄剤は本装置を損傷する
恐れがあります。
▶ スチームクリーナーを使用しない
でください。

▶ 装置表面に搔き傷をつけないよ
う、表面の粗いスポンジや磨き洗
浄剤は使用しないでください。
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▶ 腐食を防止するために、ステンレ
ス製フロントを備えた食器洗浄機
の場合、スポンジクロスの使用は
お控えください。さもなければ初
めて使用する前に何度もよく洗っ
てください。

チャイルドロック

チャイルドロック
チャイルドロック

チャイルドロックを使用して、本装置
によって発生する恐れのある危険から
お子様を保護してください。
本装置には、ドアロックが装備されて
います。

ドアロック

ドアロックは、機械的セキュリティー
システムであり、本装置のドアを開け
られないようにします。
ドアロックは、有効／無効にできま
す。

警告
窒息の危険!
お子様が本装置の中に閉じ込められ、
それにより窒息してしまう恐れがあり
ます。
▶ ドアロックを有効にして、本装置の
ドアを閉めてください。

→ "装置のドアを開く", ページ ﻿33

ドアロックの有効化

注記： ドアロックは、手動で無効化さ
れるまで、有効のままです。
1. 本装置のドアを開きます。

2. チャイルドロックのジョイントを前
方へ引き 、本装置のドアを閉じま
す ⁠。

1

2

ドアロックの無効化

1. 本装置のドアを開きます。
2. チャイルドロックのジョイントを右
へ押し 、後方へ押し込みます 。

1

2

3. 本装置のドアを閉じます。

環境保護と資源の節約

環境保護と資源の節約
環境保護と資源の節約

梱包の廃棄処分

梱包材は環境を害することなく、再利
用可能です。
▶ 各パーツは、種類ごとに分別して廃
棄してください。
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省エネ

次の注意事項に従うと、本装置の電力
消費および使用水量が減ります。

Eco 50°プログラムを使用します。
Eco 50°プログラムは環境にも優し
く、省エネ型です。
→ "プログラム", ページ ﻿19

ゼオライトの乾燥にすると自動的に省
エネに貢献します。

→ "ゼオライトの乾燥 ", ペー
ジ ﻿13

ゼオライトの乾燥

本装置には、ゼオライト容器が装備さ
れています。ゼオライトの乾燥によっ
て、エネルギーを節約することができ
ます。
ゼオライトは、湿気と熱エネルギーを
蓄え、再放出できる鉱物です。
洗浄時、熱エネルギーを使用して、す
すいだ水を加熱し、鉱物を乾燥しま
す。
乾燥時には、洗浄庫の湿気が鉱物に蓄
えられ、熱エネルギーが放出されま
す。この熱エネルギーは、洗浄庫内に
ドライエアーで吹き出します。この原
理によって乾燥が早くなり、乾燥状態
も良くなります。
そのため、ゼオライトの乾燥は省エネ
性に極めて優れています。
アドバイス： ゼオライトの乾燥の機能
性を損なわないようにするため、ゼオ
ライト容器の吸込み口および排気口の
直前に食器を置かないでください。
温度に敏感な食器をゼオライト容器の
排気口の直前に置かないでください。
→ "装置", ページ ﻿15

アクアセンサー

アクアセンサーは、すすぎ水の濁りを
測定する光学的測定装置（光電センサ
ー）です。アクアセンサーを使用して
節水することができます。
アクアセンサーの使用は、プログラム
によって決定されます。汚れがひどい
場合、すすぎ水は排水され、浄水に入
れ換えられます。汚れが少ない場合、
すすぎ水は次のすすぎに利用され、使
用水量を3～6リットル削減できます。
自動プログラムでは、さらに温度およ
び運転時間を汚れ具合に合わせて調整
します。

据付けと接続

据付けと接続
据付けと接続

規定通りの作動のために本装置を適切
に電源および水に接続してください。
要求される基準および組立説明書に留
意してください。

納品物一式

開梱後は運搬による損傷がないかどう
か、また欠けている物がないかどうか
全部品を確認してください。
クレームは、本装置をお求めになった
販売店または弊社カスタマーサービス
が承ります。
注記： ご購入いただいた本装置は、そ
の機能に支障がないか工場で検査され
ています。本装置に検査の際の水垢が
残っていることがあります。その水垢
は、最初の洗浄プロセスの後に消えま
す。
納品物は下記の通りです：
¡ 食器洗浄機
¡ 使用説明書
¡ 組立説明書
¡ その他の情報ドキュメント
¡ 組立資料
¡ 蒸気保護プレート
¡ 塩注入補助ろうと
¡ 電源ケーブル
¡ クイックマニュアル
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装置の据付けと接続

お使いの下部構造装置または一体型装
置は、ウッドパネルとプラスチックパ
ネルの間のキッチンユニットに取り付
けることができます。本装置を独立型
装置として後から据え付けられる場合
は、例えば、壁へのねじ固定によっ
て、または隣接キャビネットにねじ留
めされている、全通するワークプレー
トの下への組込みによって、転倒しな
いように対策をとる必要があります。
1. "安全上の注意事項に留意してくだ
さい。" → ページ ﻿4

2. "電気接続に関する注意に留意して
ください。" → ページ ﻿14

3. 納品物一式と本装置の状態を点検し
てください。

4. 必要な取付寸法は組立説明書をご参
照ください。

5. 本装置は、調整可能フットを使って
垂直に据え付けます。
その際、安定した状態を確保しま
す。

6. "排水接続部を取り付ける" → ペー
ジ ﻿14

7. "飲料水接続部を取り付ける" → ペー
ジ ﻿14

8. 本装置を電源に接続します。

排水接続

洗浄プロセスによって汚水を排水でき
るようにするため、お使いの装置を排
水接続部に接続します。
排水接続部を取り付ける

1. 必要な手順は、同梱の組立説明書を
ご参照ください。

2. 排水ホースは、同梱のパーツを使用
して吸上げ管のドレンプラグに接続
します。

3. 排水ホースが折れ曲がらないよう
に、圧搾されないように、または絡
み合わないように注意してくださ
い。

4. 封止栓が排水放出を妨げないように
注意してください。

飲料水接続

お使いの装置を飲料水接続部に接続し
てください。
飲料水接続部を取り付ける

注記
¡ 本装置を交換する場合は、新品の給
水ホースを使用してください。

1. 必要な手順は、同梱の組立説明書を
ご参照ください。

2. 同梱のパーツを使用して、本装置を
飲料水接続部に接続します。
"技術仕様" → ページ ﻿61に留意し
てください。

3. 飲料水接続が折れ曲がらないよう
に、圧搾されないように、または絡
み合わないように注意してくださ
い。

電気接続

装置の電気接続

注記
¡ 安全上の指示を "お読みください"

→ ページ ﻿4.
¡ 本装置は、必ず200 Vおよび50 Hz
または60 Hzの範囲の交流電圧に接
続してください。

¡ 水安全装置は電力供給時にのみ機能
することに注意してください。

1. 本装置に電源接続配線の電源プラグ
を差し込みます。

2. 本装置の電源プラグを本装置付近の
ソケットに差し込みます。
本装置の接続データは銘板をご参照
ください。

3. 電源プラグの座りがしっかりしてい
るか点検してください。
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よく知る

よく知る
よく知る

装置

ここで、お使いの装置の構成部品の概要をご覧ください。

1

2

3

4
5

6

7
8

9

10
11
12
13

14

15

1 銘板 "E 番号および FD 番号" → ページ ﻿60付き銘
板。
このデータは"カスタマーサービス" → ペー
ジ ﻿60にお問い合わせの際に必要となりま
す。

1 装置の仕様により異なる
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2 洗浄剤室 洗浄剤室に"洗浄剤" → ページ ﻿28を充填し
ます。

3 下段食器バスケット "下段食器バスケット" → ページ ﻿22

4 特殊塩ストック容器 特殊塩ストック容器に特殊塩を充填しま
す。 
→ "軟水化装置", ページ ﻿25

5 下段スプレーアーム 下段スプレーアームによって下段食器バス
ケットの食器が洗浄されます。
食器の洗浄が最適でない場合、スプレーア
ームを洗浄してください。
→ "スプレーアームを洗浄する", ページ ﻿42

6 タブレットトレイ 洗浄プロセス中、自動的にタブレットが洗
浄剤室からタブレットトレイに落ち、そこ
でタブレットは最適に溶解することができ
ます。

7 上段食器バスケット "上段食器バスケット" → ページ ﻿21

8 3番目の食器バスケット "3番目の食器バスケット" → ページ ﻿23

9 壁棚1 "壁棚" → ページ ﻿23

10 上段スプレーアーム 上段スプレーアームによって上段食器バス
ケットの食器が洗浄されます。
食器の洗浄が最適でない場合、スプレーア
ームを洗浄してください。
→ "スプレーアームを洗浄する", ページ ﻿42

11 ゼオライト容器の吸込み口 この吸込み口は"ゼオライトの乾燥" → ペー
ジ ﻿13用に必要です。

12 ゼオライト容器の排気口 この排気口は"ゼオライトの乾燥" → ペー
ジ ﻿13用に必要です。

13 フィルターシステム "フィルターシステム" → ページ ﻿40

14 カトラリーバスケット "カトラリーバスケット" → ページ ﻿23

15 リンスストック容器 リンスストック容器にリンス剤を充填して
ください。
→ "リンス剤装置", ページ ﻿27

1 装置の仕様により異なる

操作部

操作部で、お使いの装置のすべての機能を設定し、作動状態に関する情報を得ら
れます。
いくつかのボタンでさまざまな機能を実行できます。
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1 2 3 4 5 6 7 8

910111213
1 オン／オフボタン  とリセッ

トボタン 
"装置のスイッチをオンにする" → ペー
ジ ﻿33
"装置のスイッチをオフにする" → ペー
ジ ﻿34
"プログラムを中断する" → ページ ﻿34

2 プログラムボタン "プログラム" → ページ ﻿19

3 特殊塩補充表示 軟水化装置 
→ "特殊塩を充填する", ページ ﻿26

4 リンス剤補充表示 リンス剤装置 
→ "リンス剤を充填する", ページ ﻿27

5 WLAN表示 "Home Connect" → ページ ﻿37

6 水供給口表示 水供給口用表示

7 ボタン  を約3秒間押すと、基本設定
が表示されます。

8 スタートボタン "プログラムをスタートする" → ペー
ジ ﻿34

9 プログラムボタンと追加機能 プログラム 
→ "プログラム", ページ ﻿19
追加機能 
→ "追加機能", ページ ﻿21

10 Remote Start → "Remote Start ", ページ ﻿38

11 時間事前選択 "時間事前選択を設定する" → ペー
ジ ﻿33

1 装置の仕様により異なる
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12 ディスプレイ このディスプレイには、残存運転時間
または基本設定に関する情報が表示さ
れます。ディスプレイおよび設定ボタ
ンによって基本設定を変更できます。

13 ドアハンドル1 "装置のドアを開きます。" → ペー
ジ ﻿33

1 装置の仕様により異なる
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プログラム

プログラム
プログラム

ここで、設定可能なプログラムの概要
をご覧ください。装置構成によって使
用できるプログラムが異なります。そ
れについてはお使いの装置のコントロ
ールパネルをご覧ください。
選択したプログラムによって、運転時
間が異なることがあります。運転時間
は、水温、食器量、汚れ度合、および
選択した追加機能によって左右されま

す。リンス剤装置のスイッチをオフに
した場合、またはリンス剤不足の場
合、運転時間が変わってきます。
消費値は、クイックマニュアルをご覧
ください。使用量は通常条件と水硬度
の値13 - 16 °dHに関係しています。
水の温度または配管の圧力といった
様々な影響要因によって誤差が生じる
ことがあります。

プログラム 使用 プログラム進行 追加機能

強力洗浄 70°

食器：
¡ 鍋、フライパン、壊
れにくい食器、およ
びカトラリーを洗浄
します。

汚れ度合：
¡ こびりつきの強い、
焦げてまたは乾いて
付着した、デンプン
またはタンパク質を
含む食べ物の残りを
除去します。

強力洗浄：
¡ 予備洗い
¡ 洗浄70 °C
¡ 中間すすぎ
¡ すすぎ洗い50 °C
¡ 乾燥

すべて
→ "追加機能",
ページ ﻿21

自動45°～65°

食器：
¡ 様々な種類の食器お
よびカトラリーを洗
浄します。

汚れ度合：
¡ 軽くこびりついた、
家庭で一般的な食べ
物の残りを除去しま
す。

センサー調整：
¡ すすぎ水の汚れに応
じて、センサーによ
って最適化されま
す。

すべて
→ "追加機能",
ページ ﻿21

Eco 50°

食器：
¡ 様々な種類の食器お
よびカトラリーを洗
浄します。

汚れ度合：
¡ 軽くこびりついた、
家庭で一般的な食べ
物の残りを除去しま
す。

最大節約プログラム：
¡ 予備洗い
¡ 洗浄50 °C
¡ 中間すすぎ
¡ すすぎ洗い35 °C
¡ 乾燥

すべて
→ "追加機能",
ページ ﻿21
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プログラム 使用 プログラム進行 追加機能

ガラス製品40°

食器：
¡ 壊れやすい食器、カ
トラリー、高温に弱
いプラスチックやグ
ラス、および脚付き
グラスバスケット内
の脚付きグラスを洗
浄します。

汚れ度合：
¡ こびりつきの弱い、
付着して間もない食
べ物の残りを除去し
ます。

特別クリア仕上げ：
¡ 予備洗い
¡ 洗浄40 °C
¡ 中間すすぎ
¡ すすぎ洗い50 °C
¡ 乾燥

特別乾燥
SpeedPerfect+
→ "追加機能",
ページ ﻿21

Express 65° - 1h

食器：
¡ 様々な種類の食器お
よびカトラリーを洗
浄します。

汚れ度合：
¡ 軽くこびりついた、
家庭で一般的な食べ
物の残りを除去しま
す。

時間調整：
¡ 洗浄65 °C
¡ 中間すすぎ
¡ すすぎ洗い69 °C
¡ 乾燥

特別乾燥
→ "追加機能",
ページ ﻿21

予備洗い
食器：
¡ 食器種すべてを洗浄
します。

汚れ度合：
¡ 冷水すすぎ、中間洗
浄。

冷水すすぎ：
¡ 予備洗い

なし

装置のお手入
れ

装置の中を片づけた状
態でのみ使用します。

装置のお手入れ70 °C なし

注記： Eco 50° プログラムで運転時
間が比較的長いのは、長い柔軟化時間
および乾燥時間によるものです。これ
により最適な消費量が得られます。

テスト機関のための注意事項

テスト機関には、比較テスト（例え
ば、EN60436準拠）に関する注意事
項を提供します。
それにはテスト実施条件が記載されて
いますが、結果または消費値は記載さ
れていません。

メールによる問い合わせ先：
dishwasher@test-appliances.com
製品番号（E-No.）および製造番号
（FD）が必要な場合、本装置のドア
にある銘板をご覧ください。



追加機能 ja

21

追加機能

追加機能
追加機能

ここで、設定可能な追加機能の概要を
ご覧ください。装置構成によって使用
できる追加機能が異なります。それに
ついてはお使いの装置のコントロール
パネルをご覧ください。
追加機能 使用

SpeedPerfect+

¡ 運転時間は洗い流
しプログラムによ
り15 %～75 %短縮
されます。

¡ 追加機能は、プロ
グラムスタート前
とプログラム進行
中はいつでも有効
にすることができ
ます。

¡ 水使用量とエネル
ギー消費量が増大
します。

Hygiene+

¡ 装置および食器の
衛生状態を改善す
るため、温度が上
昇し、特別に長い
時間維持されま
す。

¡ 特にまな板や哺乳
瓶の洗浄に適して
います。

¡ この機能を継続的
に使用すると、よ
りよい衛生状態を
得られます。

¡ そのため運転時間
は長くなり、エネ
ルギー消費量は上
昇します。

特別乾燥
¡ 乾燥結果を改善す
るには、すすぎ洗
い温度を上げて乾
燥段階を延長しま
す。

追加機能 使用

¡ 特にプラスチック
製品の乾燥に適し
ています。

¡ エネルギー消費量
が少し上昇し、運
転時間が延長され
ます。

装備

装備
装備

ここでは、ご使用の本装置の可能な装
備とその使用についての概要をご覧い
ただけます。
装備はご使用の本装置のバリエーショ
ンにより異なります。

上段食器バスケット

カップ、グラス、小さな食器を上段食
器バスケットに収納します。

a

ナイフホルダー 1

上段食器バスケットの高さを調節する
ことで、大きめの食器のためのスペー
スを確保できます。
側面にレバーを使って上段食器バスケ
ットを設定する

大型の食器を食器バスケットで洗浄す
るために、上段食器バスケットを挿入
する高さを調整することができます。

1 装置の仕様により異なる
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1. 上段食器バスケットを引き出しま
す。

2. 食器バスケットの落下を防止するに
は、食器バスケットを上端のサイド
側からしっかりつかみます。

3. 食器バスケット外側の左右レバーを
内側へ押します。

4. 食器バスケットを適切なレベルへ均
等に上げ下げします。

上段食器バスケットの両サイドが同
じ高さに位置しているか確認しま
す。

5. レバーを離します。
a食器バスケットはカチッとはまりま
す。

6. 食器バスケットを差し込みます。

下段食器バスケット

鍋や皿を下段食器バスケットに収納し
ます。

a

カトラリーバスケット 1

直径 28.5 cmまでの大皿は、下段食器
バスケットに画像のように収納しま
す。

1 装置の仕様により異なる
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カトラリーバスケット

カトラリーはいつも種類を分けずに尖
った方を下にしてカトラリーバスケッ
トに収納します。

3番目の食器バスケット
カップ、ボールまたはクッキングスプ
ーンなどの、汚れのひどくない大型の
カトラリーと小さい食器を洗浄するに
は、3番目の食器バスケットを使用し
ます。

3番目の食器バスケットの側面にある
棚をずらす

上段食器バスケットのシャンパングラ
スを洗浄するために、3番目の食器バ
スケットの側面にある棚をずらすこと
ができます。
1. 側面にある棚を左側に押します。
2. シャンパングラスを3番目の食器バ
スケットを収納します。

壁棚

小さなカップおよびグラス、またはお
たまやカービングセットといった大型
のカトラリーを収納するには、壁棚お
よびその下のスペースを使用します。

壁棚が必要ない場合は、これを上にた
たんでおくことができます。



ja 装備

24

折りたたみ式仕切り棒

皿などの食器を安全に仕分けして収納
するには、折りたたみ式仕切り棒を使
用します。

鍋、ボール、およびグラスを上手く収
納するために、折りたたみ式仕切り棒
をたたむことができます。1

折りたたみ式仕切り棒をたたむ1

折りたたみ式仕切り棒が必要ない場
合、これをたたみます。

1. レバーを前方へ押し 、折りたたみ
式仕切り棒をたたみます ⁠。

1 2

2. 折りたたみ式仕切り棒を再び使用す
る場合は、これを起こします。

a折りたたみ式仕切り棒はカチッと音
を立ててはまります。

ナイフホルダー

ナイフおよび長い食器にはホルダーを
使用します。

食器バスケット高さ

食器バスケットを適切な高さに設定します。

レベル 上段バスケット 下段バスケット

1 最大ø 18.5 cm 27.5 cm/"28.5 cm" → ページ ﻿22
2 最大ø 21 cm 25 cm

1 装置の仕様により異なる
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初めてご使用になる前に

初めてご使用になる前に
初めてご使用になる前に

初回運転開始を実施する

初回運転開始時または初期設定へのリ
セット時、設定を行う必要がありま
す。
アドバイス： お使いの装置を携帯端末
に接続します。Home Connectアプリ
によって、すべての設定を快適に実施
することができます。
→ "Home Connectクイックスタート",
ページ ﻿37
必要条件： "本装置は据え付けられ、
接続されています。" → ページ ﻿13
1. "特殊塩を充填する。" → ペー
ジ ﻿26

2. "リンス剤を充填する。" → ペー
ジ ﻿27

3. "装置のスイッチをオンにする。"
→ ページ ﻿33

4. "軟水化装置を設定する。" → ペー
ジ ﻿26

5. "リンス剤使用量を設定する。" → ペ
ージ ﻿28

6. "洗浄剤を入れます" → ペー
ジ ﻿28。

7. プログラムを最高洗浄温度で食器を
入れない状態でスタートします。
水垢やそのほかの残留物があるかも
しれないため、初回運転前に装置を
食器なしの状態で運転することをお
勧めします。

アドバイス： 上記の設定とその他
の"基本設定" → ページ ﻿35は、いつ
でも再変更することができます。

軟水化装置

軟水化装置
軟水化装置

石灰分が含まれた硬水は、食器および
洗浄容器上に石灰残存物を残し、装置
府品を詰まらせることがあります。
良い洗浄結果を得るために、軟水化装
置と特殊塩を使用して軟水化すること
ができます。装置の損傷を防止するた
めに、硬度が7 °dH以上の水を軟水化
する必要があります。

水硬度設定の概要

ここで、水硬度の設定可能な値の概要をご覧ください。
水硬度は、各地の給水施設に問い合わせるか、または水硬度テスターで特定する
ことができます。

水硬度°dH 硬度範囲 mmol/l 設定値

0 - 6 軟 0～1.1 H00
7 - 8 軟 1.2～1.4 H01
9 - 10 中 1.5～1.8 H02
11 - 12 中 1.9～2.1 H03
13 - 16 中 2.2～2.9 H04
17 - 21 硬 3.0～3.7 H05
22 - 30 硬 3.8～5.4 H06
31 - 50 硬 5.5～8.9 H07
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注記： お使いの装置を、算出した水硬
度に設定してください。
→ "軟水化装置を設定する", ペー
ジ ﻿26
水の硬度が 0 - 6 °dH の場合、食器洗
浄機用特殊塩を使用せずに、軟水化装
置のスイッチをオフにすることができ
ます。 
→ "軟水化装置のスイッチをオフにす
る", ページ ﻿27

軟水化装置を設定する

本装置を水硬度に設定してください。
1. 水硬度と適切な設定値を算出しま
す。
→ "水硬度設定の概要", ページ ﻿25

2.  を押します。
3.  を3秒間押すと、基本設
定が表示されます。

aディスプレイ上にHxxが表示されま
す。

aディスプレイに  が表示されま
す。

4. 適切な水の硬度が設定されるまで、
 を繰り返し押してください。

工場出荷時はH04の値が設定されて
います。

5.  ボタンを3秒間押すと、
設定内容が保存されます。

特殊塩

特殊塩を使用して軟水化することがで
きます。
特殊塩を充填する

特殊塩補充表示が点灯している時、プ
ログラムスタート直前に特殊塩を特殊
塩ストック容器に充填してください。
特殊塩の消費は、水の硬度によって決
まります。水の硬度が高くなると、特
殊塩の消費量が多くなります。

注意!
¡ 洗浄剤は、軟水化装置を損傷にする
恐れがあります。
▶ 軟水化装置のストック容器には、
食器洗浄機用特殊塩のみを入れて
ください。

¡ 食器洗浄機用特殊塩は洗浄容器を腐
食によって損傷する恐れがありま
す。
▶ 洗浄容器から溢れた特殊塩が洗浄
されるよう、特殊塩はプログラム
スタート直前に特殊塩ストック容
器に入れます。

1. 特殊塩ストック容器の蓋を回して取
り外します。

2. 初めて運転を開始する時、ストック
容器一杯に水を充填します。

3. 注記： 洗浄機用特殊塩のみを使用
してください。
塩タブレットは使用しないでくださ
い。
食卓塩は使用しないでください。
ストック容器に特殊塩を充填しま
す。

ストック容器一杯に特殊塩を充填し
ます。ストック容器の水が押し出さ
れて流れ出ます。

4. ストック容器に蓋を被せ、回して閉
めます。



リンス剤装置 ja

27

軟水化装置のスイッチをオフに
する

特殊塩補充表示が邪魔になる場合（塩
代替品含有混合洗浄剤を使用する場合
など）、特殊塩補充表示をオフにする
ことができます。
注記
装置の損傷を防止するために、以下の場
合にのみ、軟水化装置のスイッチをオフ
にしてください。
¡ 水硬度は最大21 °dHであり、特殊
塩代替品含有混合洗浄剤を使用して
ください。特殊塩代替品含有混合洗
浄剤は、メーカー指定によれば、特
殊塩を追加しないと、水硬度
21 °dH以下でしか使用することが
できません。

¡ 水硬度は0 - 6 °dHです。特殊塩は
追加せずに済ませることができま
す。

1.  を押します。
2.  を3秒間押すと、基本設
定が表示されます。

aディスプレイ上にHxxが表示されま
す。

aディスプレイに  が表示されま
す。

3. ディスプレイに H00 が表示される
まで、  を何度も押します。

4.  ボタンを3秒間押すと、
設定内容が保存されます。

a軟水化装置および特殊塩補充表示が
オフになりました。

リンス剤装置

リンス剤装置
リンス剤装置

リンス剤

最適な乾燥結果を得るために、リンス
剤を使用してください。
必ず家庭用食器洗浄機専用のリンス剤
を使用してください。

リンス剤を充填する

リンス剤補充表示が点灯している場
合、リンス剤を補充してください。必
ず家庭用食器洗浄機専用のリンス剤を
使用してください。
1. リンスストック容器の蓋のラッチを
押して  、持ち上げます ⁠。

1

2

2. リンス剤を上限マークまで充填しま
す。

max

3. リンス剤が溢れたら、リンス剤を洗
浄容器から除去します。
溢れたリンス剤は、洗浄プロセス時
に余分な泡を発生させる恐れがあり
ます。

4. リンスストック容器の蓋を閉じま
す。

a蓋はカチッと音を立てて閉まりま
す。
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リンス剤使用量を設定する

食器の表面に条痕または水垢が残って
いる場合は、リンス剤使用料を変更し
ます。
1.  を押します。
2.  を3秒間押すと、基本設
定が表示されます。

aディスプレイ上にHxxが表示されま
す。

aディスプレイに  が表示されま
す。

3. ディスプレイに初期設定値 r05 が
表示されるまで、  を何度
も押します。

4. 適切なリンス剤使用量が設定される
まで、  を何度も押してくださ
い。
– レベルが下がると、洗浄プロセス
中のリンスの追加量が減り、食器
の条痕が減ります。

– レベルが上がると、洗浄プロセス
中のリンスの追加量が増え、乾燥
結果が向上します。

5.  ボタンを3秒間押すと、
設定内容が保存されます。

リンス剤装置のスイッチをオフ
にする

リンス剤補充表示が邪魔になる場合
（例えば、リンス成分含有混合洗浄剤
を使用する場合）、リンス剤装置のス
イッチをオフにすることができます。
アドバイス： リンス剤の機能は、混合
洗浄剤を使用する場合、制限されてし
まいます。リンス剤の使用すると、大
抵の場合はより良い洗浄結果が得られ
ます。
1.  を押します。
2.  を3秒間押すと、基本設
定が表示されます。

aディスプレイ上にHxxが表示されま
す。

aディスプレイに  が表示されま
す。

3. ディスプレイに初期設定値 r05 が
表示されるまで、  を何度
も押します。

4. ディスプレイに r00 が表示される
まで、  を何度も押します。

5.  ボタンを3秒間押すと、
設定内容が保存されます。

aリンス剤装置がオフになり、リンス
剤補充表示が無効になりました。

洗浄剤

洗浄剤
洗浄剤

適切な洗浄剤

食器洗浄機に適している洗浄剤のみを
使用してください。ソロ洗浄剤と混合
洗浄剤のどちらも適しています。
最適な洗浄結果および乾燥結果を得る
には、ソロ洗浄剤を"特殊塩" → ペー
ジ ﻿26と"リンス剤" → ページ ﻿27の個
別使用と組み合わせて使用してくださ
い。
最新の高性能洗浄剤は、酵素による低
アルカリ配合法を使用しています。酵
素はデンプンを分解し、タンパク質を
溶かします。色しみ（茶渋、ケチャッ
プなど）を取るには、酸素ベースの漂
白剤を使用するのが一般的です。
注記： いずれの洗浄剤の場合でも、メ
ーカーの注意に留意してください。
洗浄剤 説明

タブレット タブレットはすべて
の洗浄機能に適して
おり、計量する必要
がありません。
"プログラム" → ペー
ジ ﻿19を短縮すると、
タブレットが場合に
よっては完全に溶解
せず、洗浄剤残存物
として残ることがあ
ります。それによっ
て洗浄作用が妨げら
れる恐れがありま
す。
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洗浄剤 説明

粉末洗浄剤 粉末洗浄剤は、"プロ
グラム" → ページ ﻿19
を短縮する場合に推
奨されます。
計量することで、汚
れ度合に合わせるこ
とができます。

液体洗浄剤 液体洗浄剤は、より
素早く作用し、予備
洗い無しの"プログラ
ム" → ページ ﻿19を短
縮した場合に推奨さ
れます。
洗浄剤室を閉じたに
もかかわらず、充填
した液体洗浄剤が流
出することがありま
す。下記に留意すれ
ば、これは不具合で
はなく、問題ではあ
りません：
¡ 予備洗い無しのプ
ログラムを選択し
てください。

¡ プログラムスター
トのための時間事
前選択は設定しな
いでください。

計量することで、汚
れ度合に合わせるこ
とができます。

アドバイス： 適切な洗浄剤は、弊社の
ホームページを通じてオンラインで、
または"カスタマーサービス" → ペー
ジ ﻿60を通じてご購入いただけま
す。
ソロ洗浄剤

ソロ洗浄剤は、洗浄剤のほかに他の成
分（粉末洗浄剤または液体洗浄剤な
ど）を含まない製品です。
粉末洗浄剤および液体洗浄剤を使用し
て、計量することで、汚れ度合に個別
に合わせることができます。

より良い洗浄結果および乾燥結果を得
るため、かつ装置の損傷を防止するた
めに、"特殊塩" → ページ ﻿26およ
び"リンス剤" → ページ ﻿27を追加使用
してください。
混合洗浄剤

従来のソロ洗浄剤の他に、追加機能を
備えた一連の製品も提供されていま
す。これらの製品には、洗浄剤の他に
リンス剤および特殊塩代替品（3in1）
が含まれることも多く、組み合せ
（4in1、5in1など）によってはガラス
保護剤またはステンレス光沢剤といっ
た追加成分が含まれていることもあり
ます。
混合洗浄剤は、メーカー表示によれ
ば、通常、水硬度が21 °dH以下での
み働きます。水硬度が21 °dHを超え
ると、特殊塩およびリンス剤を使用す
る必要があります。最良の洗浄結果お
よび乾燥結果を得るために、水硬度が
14 °dH以上では、特殊塩およびリン
ス剤の使用を推奨します。混合洗浄剤
を使用した場合、最適な洗浄結果およ
び乾燥結果が得られるように、洗い流
しプログラムは自動的に調整されま
す。

不適切な洗浄剤

装置損傷または健康被害の原因となる
恐れがあるため、洗浄剤は使用しない
でください。
洗浄剤 説明

手洗い用洗浄
剤

手洗い用洗浄剤は泡
の形成を増大させ、
装置損傷の原因とな
る恐れがあります。

塩素含有洗浄
剤

食器に付着した塩素
残存物は健康被害を
引き起こす恐れがあ
ります。
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洗浄剤に関する注意事項

日常の使用時に洗浄剤に関する注意事
項に留意してください。
¡ 「ビオ（Bio）」または「エコ
（Eco）」マークが付いた洗浄製品
は、原則として（環境保護上の理由
から）有効成分をわずかしか使用し
ていないか、または特定の含有物質
をまったく使用していません。その
種の製品の洗浄効果は、限られたも
のである可能性があります。

¡ リンス剤装置および軟水化装置をお
使いのソロ洗浄剤または混合洗浄剤
に設定してください。

¡ 特殊塩代替品含有洗浄剤は、メーカ
ー指定によれば、特殊塩を追加しな
いと、特定の水硬度（たいて
い°dH 21）以下でしか使用するこ
とができません。最良の洗浄結果お
よび乾燥結果を得るために、水硬度
が14 °dH以上では、特殊塩および
リンス剤の使用を推奨します。

¡ 貼り付いてしまうのを防止するた
め、水溶性カプセルに入った洗浄剤
は、乾いた手でつかみ、洗浄剤室が
完全に乾燥している場合のみ、その
洗浄剤を充填してください。

¡ リンス剤補充表示および特殊塩補充
表示が点灯している場合でも、混合
洗浄剤を使用して、洗い流しプログ
ラムを正常に進行させてください。

¡ リンス剤の機能は、混合洗浄剤を使
用する場合、制限されてしまいま
す。リンス剤の使用すると、大抵の
場合はより良い洗浄結果が得られま
す。

¡ 特殊な乾燥能力をもつタブレットを
使用してください。

洗浄剤を充填する

1. 洗浄剤室を開くために、洗浄剤室ロ
ックを押します。

2. 洗浄剤は、乾燥した洗浄剤室に充填
します。

15 ml
25 ml
50 ml

タブレットを使用する場合、タブレ
ットは1つで十分です。タブレット
を横向きにはめ込みます。
粉末洗浄剤または液体洗浄剤を使用
する場合は、メーカーの計量上の注
意と洗浄剤室の投入量配分に留意し
てください。
通常の汚れ具合であれば、洗浄剤は
20 ml～25 mlで十分です。食器の
汚れ具合が軽い場合、記載された洗
浄剤量よりも若干少なくて済みま
す。
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3. 洗浄剤室の蓋を閉じます。

a蓋はカチッと音を立てて閉まりま
す。

aプログラム進行中、洗浄剤室はプロ
グラムに従って、最適なタイミング
で自動的に開きます。粉末洗浄剤ま
たは液体洗浄剤は洗浄容器内に広が
り、溶解します。タブレットがタブ
レットトレイの中に落ち、溶解して
配分されます。タブレットが均一に
溶解するために、タブレットトレイ
内に物を置かないでください。

アドバイス： 粉末洗浄剤を使用して、
予備洗いのあるプログラムを選択する
場合、追加で洗浄剤を少し本装置の内
部ドアにかけることができます。

食器

食器
食器

洗浄機に適した食器のみを洗浄してく
ださい。
注記： 上ガラス装飾、アルミ製食器や
銀食器は、洗浄の際に退色したり、色
あせする傾向があります。傷つきやす
いタイプのガラスは、洗浄を繰り返す
うちに透明度が低下することがありま
す。

グラスおよび食器の損傷

メーカーによって洗浄機に適している
と表示されているグラスおよび陶器の
み洗浄してください。グラスおよび食
器の損傷を回避してください。
原因 推奨

下記の食器は洗浄
機に適していませ
ん：
¡ 木製カトラリ
ーおよび食器

¡ 装飾ガラス食
器、アートお
よびアンテ
ィーク食器

¡ 非耐熱性プラ
スチック製食
器

¡ 銅およびづ錫
製食器

¡ 灰、ワック
ス、グリース
および塗料で
汚れた食器

¡ 極めて小さな
食器

メーカーによって
洗浄機に適してい
ると表示されてい
る食器のみ洗浄し
てください。

洗剤の化学成分が
損傷の原因となり
ます。

メーカーにより食
器を傷めないと表
示されている洗剤
を使用してくださ
い。

特に業務用または
産業用の強刺激ア
ルカリ性／強酸性
洗剤は、アルミニ
ウムに関して洗浄
機に適していませ
ん。

特に業務用または
産業用の強刺激ア
ルカリ性または強
酸性の洗剤をお使
いになる場合は、
本装置の洗浄庫に
アルミニウム製の
ものを入れないで
ください
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原因 推奨

プログラムの水温
が高すぎます。

低温のプログラム
を選択してくださ
い。
プログラム終了
後、ただちにグラ
スおよびカトラリ
ーを本装置から取
り出してくださ
い。

食器を収納する

食器を正しく入れて、洗浄効果を高
め、食器と食器洗浄機が損傷しないよ
うにします。
アドバイス
¡ 本食器洗浄機を使用することによ
り、手洗いに比べて、省エネと節水
効果が得られます。

¡ お使いの装置に効率的に収納するこ
とにより、いかに省コストできるか
の例は、弊社ホームページをご覧く
ださい。

¡ 省エネと節水のため、位置設定が指
定する数量（標準収納量）まで食器
を食器洗浄機に入れてください。 
→ "技術仕様", ページ ﻿61

¡ 洗浄/乾燥効果を高めるため、出っ
張りやくぼみのある食器は、水が切
れるように斜めに立てかけてくださ
い。

1. 大きな残滓を食器から取り除きま
す。

資源節約のため、流水による食器の
予備洗いはしないでください。

2. 食器を入れるときは、下記に注意し
てください：
– 鍋などの汚れのひどい食器は下段
食器バスケットに収納してくださ
い。その方が噴射の勢いが強いの
で、良い洗浄結果が得られます。

– 壊れないように、食器は安全かつ
安定した位置に入れてください。

– けがをしないように、ナイフやフ
ォークは、常に先端や刃の側を下
向きに入れてください。

– 食器は水がたまらないように、口
の開いた部分を下向きに入れして
ください。

– スプレーアームの回転を妨げない
ようにしてください。

– タブレットトレイに小さなものを
入れないでください。洗浄剤室の
蓋の邪魔にならないように、食器
でタブレットトレイをふさがない
ようにしてください。

食器を取り出す

警告
負傷の危険!
熱を持った食器は、皮膚を火傷する原
因となる恐れがあります。熱を持った
食器は、衝撃に敏感で、破損や負傷の
原因となる恐れがあります。
▶ 食器は、プログラム終了後に少し冷
却ささせてから、取り出してくださ
い。
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1. 食器の上に水滴が落下するのを防止
するために、食器を下から上に取り
出します。

2. 洗浄容器および付属品に汚れがない
か点検し、必要に応じて洗浄しま
す。
→ "洗浄とメンテナンス", ペー
ジ ﻿39

基本操作

基本操作
基本操作

装置のドアを開く

1. チャイルドロックが有効になってい
ない場合、本装置のドアを開きま
す。

2. チャイルドロックが有効担っている
場合、チャイルドロックのラッチを
右へ押し 、本装置のドアを開き
ます ⁠。

2

1

装置のスイッチをオンにする

▶  を押します。
標準プログラムがあらかじめ設定さ
れています。
本装置を10分間操作しないでいる
と、本装置のスイッチが自動的にオ
フになります。

プログラムを設定する

洗浄プロセスを食器の汚れに合わせる
ために、適切なプログラムを設定して
ください。
▶ 適切なプログラムボタンを押しま
す。
→ "プログラム", ページ ﻿19

aプログラムが設定され、プログラム
ボタンが点滅します。

a残っているプログラム所要時間がデ
ィスプレイに表示されます。

追加機能を設定する

洗い流しプログラムを追加するため
に、追加機能を設定することができま
す。
注記： 切替え可能な追加機能は、選択
したプログラムによって左右されま
す。
→ "プログラム", ページ ﻿19
▶ 適切な追加機能のボタンを押しま
す。
→ "追加機能", ページ ﻿21

a追加機能が設定され、追加機能ボタ
ンが点滅します。

時間事前選択を設定する

プログラム開始を最長24時間先送りで
きます。
1.  を押します。
aディスプレイに"h:01"が表示されま
す。

2.  により希望のプログラムスター
トを設定します。

3.  を押します。
a時間事前選択が有効になりました。
アドバイス： ディスプレイに"h:00"が
表示されるまで、何度も  を押すこ
とによって、時間事前選択を無効にし
てください。
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プログラムをスタートする

▶  を押します。
aディスプレイに"0h:00m"が表示さ
れると、プログラムが終了します。

注記
¡ 作動中に食器をまた入れたい場合、
タブレットトレイを上段バスケット
のハンドルとして使用しないでくだ
さい。溶解しかけたタブレットに接
触する恐れがあります。

¡ 進行中のプログラムを切り替えるこ
とが可能なのは、プログラムを中断
する場合のみです。 
→ "プログラムを中断する", ペー
ジ ﻿34

¡ 省エネのために、本装置はプログラ
ム終了から1分後に自動的にスイッ
チがオフになります。プログラムの
終了直後にドアを開けると、本装置
は4秒後にスイッチがオフになりま
す。

ボタンロックを有効にする

ボタンロックは、本装置が作動中に、
望まないまたは不適切な操作を防止し
ます。

▶  を約3秒間押します。
aボタンロックが有効になり、プログ
ラム終了と同時に自動的に無効にな
ります。

a本装置が作動すると、ディスプレイ
の が点滅します。

a停電の場合、ボタンロックは有効性
が維持されます。

ボタンロックを無効にする

▶  を約3秒間押します。

プログラムを中止する

注記： 装置加熱の際に本装置のドアを
開く場合は、まず数分間、本装置のド
アを少しだけ開いておき、その後に閉

じます。それによって、本装置内に過
圧が形成され本装置のドアが急に開く
ことを回避します。
1.  を押します。
aプログラムが保存され、本装置のス
イッチがオフになります。

2. プログラムを続行するには、  を押
します。

プログラムを中断する

プログラムを早めに終了したり、スタ
ートしたプログラムを切り替えるに
は、このプログラムを中断する必要が
あります。
▶  を約4秒間押します。
aすべての表示が点灯します。
aそれらの表示が消えたら、ただちに
ディスプレイに"0h:01m"が表示さ
れ、残っている水が排出されます。

aプログラムは中断され、約1分後、
終了します。

装置のスイッチをオフにする

1. "安全な使用" → ページ ﻿11に関する
注意に留意します。

2.  を押します。
アドバイス： 洗浄プロセス中に  を
押すと、進行中のプログラムが中止さ
れます。本装置のスイッチをオンにす
ると、プログラムは自動的に続行され
ます。
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基本設定

基本設定
基本設定

機器の基本設定はニーズに合わせて設定できます。

基本設定の概要

基本設定は、お使いの装置の仕様によって異なります。

基本設定 ディスプレ
イテキスト

選択 説明

水の硬度 H04 1 H00 - H07 軟水化装置で、水の硬度を設
定します。
→ "軟水化装置を設定する", ペ
ージ ﻿26
レベルH00では、軟水化装置
がオフになります。

リンス剤使用 r05  1 r00 - r06 リンス剤使用量を設定する。
→ "リンス剤使用量を設定す
る", ページ ﻿28
r00ステージによって、リン
ス剤装置のスイッチをオフに
します。

強力乾燥 d00 1 d00 - d01 すすぎ洗い時には温度が上昇
し、それによってより良好な
乾燥結果が達成されます。そ
の場合、所要時間が若干長く
なることがあります。
注記： 傷つきやすい食器には
適していません。
強力乾燥のスイッチをオンに
する"d01"か、またはオフにし
ます"d00"。

温水 A00 1 A00 - A01 冷水接続または温水接続を設
定します。本装置は、温水が
適切に熱エネルギー処理し、
適切な設置（循環ライン付き
太陽光システムなど）が試用
できる場合に限り、温水に設
定することができます。水温
は最低40 °C～最高60 °Cが推奨
されます。
温水のスイッチをオンにす
る"A01"か、またはオフにしま
す"A00"。

1 初期設定（装置の型式により異なることがあります）
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基本設定 ディスプレ
イテキスト

選択 説明

Wi-Fi Cn0 Cn0 - Cn1 無線ネットワーク接続のスイ
ッチをオン／オフにします。
"Cn0"段階によって、ワイヤレ
スネットワーク接続のスイッ
チがオフになります。
基本設定「Wi-Fi」は、装置が
Home Connectアプリと接続さ
れた後に初めて利用可能にな
ります。
→ "Home Connect ", ページ ﻿37

Remote Start rc1 rc0 - rc2 → "Remote Start ", ページ ﻿38
を有効／無効にします。
可能な設定は、以下の通りで
す：
¡ "rc0"設定の場合、この機能
は常時無効になります。

¡ "rc1"設定の場合、この機能
は  ボタンによって追加選
択ができるようになりま
す。
→ "Remote Start を有効にす
る", ページ ﻿38

¡ "rc2"設定の場合、この機能
は常時有効になります。

この基本設定は、装置が
Home Connectアプリと接続さ
れた後に初めて利用可能にな
ります。
→ "Home Connect ", ページ ﻿37

初期設定 rE  でスター
トする
YES

 で確定す
る

変更した設定を初期設定にリ
セットします。
初回運転開始の設定を行う必
要があります。

1 初期設定（装置の型式により異なることがあります）

基本設定を変更する

1.  を押します。
2.  を3秒間押すと、基本設
定が表示されます。

aディスプレイ上にHxxが表示されま
す。

aディスプレイに  が表示されま
す。

3. ディスプレイに希望の設定が表示さ
れるまで、  を何度も押し
ます。

4. ディスプレイに適切な値が表示され
るまで、  を何度も押します。
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何度も設定を変更することができま
す。

5.  ボタンを3秒間押すと、
設定内容が保存されます。

Home Connect

Home Connect
Home Connect

本装置はネットワーク対応です。お使
いの装置を携帯端末に接続して、
Home Connectアプリにより機能を操
作してください。
Home Connectサービスは、ご利用い
ただけない国があります。
Home Connect機能がご利用いただけ
るかどうかは、お客様の国で
Home Connectサービスがご利用いた
だけるかどうかによります。これに関
する詳細については、www.home-
connect.comをご覧ください。
Home Connectをご利用になるには、
最初にWLANホームネットワーク
（Wi-Fi1）およびHome Connectアプ
リへの接続を確立してください。
¡ → "装置をWLANホームネットワー
ク（Wi-Fi）に接続する", ペー
ジ ﻿37

Home Connectアプリは、ログインプ
ロセス全体を通してお客様をご案内し
ます。Home Connectアプリの指示に
従って、設定を行ってください。
アドバイス
¡ Home Connectの添付資料をご覧く
ださい。

¡ また、Home Connectアプリに表示
される注意事項も守ってください。

注記： 本取扱説明書の安全上の注意に
留意し、本装置をHome Connectアプ
リから操作する場合、在宅していない
ときでも、これらの注意事項を必ず守
ってください。 
→ "安全性", ページ ﻿4

Home Connectクイックスター
ト

お使いの装置を素早く簡単に携帯端末
に接続します。
アプリを設定する

1. お使いの携帯端末にその
Home Connectアプリをインストー
ルします。

2. Home Connectアプリをスタートさ
せ、Home Connectへのアクセスを
設定します。
Home Connectアプリは、ログイン
プロセス全体を通してお客様をご案
内します。

装置をWLANホームネットワーク
（Wi-Fi）に接続する
必要条件
¡ Home Connectアプリが携帯端末に
インストールされています。

¡ ルーターのWi-Fiが有効になってい
ます。

¡ 本装置は、据付け場所でWLANホー
ムネットワーク(Wi-Fi)への接続が可
能です。

¡ 装置ドアは閉じています。
1. Home Connectアプリを使用して、

QRコードをスキャンします。

1 Wi-FiはWi-Fi アライアンスの登録商標です。
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2. Home Connectアプリの指示に従い
ます。

Home Connect設定
Home Connectをお客様のニーズに合
わせてください。
お使いの装置の基本設定の
Home Connect設定をご覧ください。
ディスプレイに表示される設定は、
Home Connectが設置されているか、
および本装置がホームネットワークに
接続されているかによつて異なりま
す。

Remote Start 
Home Connectアプリによって、お使
いの携帯端末を使用して本装置をスタ
ートすることができます。
アドバイス： この機能の"基本設定"
→ ページ ﻿36で"rc2"を設定する場合、
この機能が常時有効になっており、お
使いの装置をいつでも携帯端末を使用
してスタートすることができます。
Remote Start を有効にする
この機能の基本設定で"rc1"を設定した
場合、お使いの装置でこの機能を有効
にしてください。
必要条件
¡ 本装置はWLANホームネットワーク
に接続されています。

¡ 本装置はHome Connectアプリに接
続されています。

¡ この機能の"基本設定" → ページ ﻿36
で"rc1"が設定されています。

¡ プログラムが選択されています。
▶  を押します。
本装置のドアを開くと、機能が自動
的に無効になります。

a  ボタンが点灯します。
アドバイス： 機能を無効にするには、

 を押します。

ソフトウェアアップデート

この機能によって、お使いの装置のソ
フトウェアをアップデートすることが
できます（最適化、トラブルシューテ
ィング、セキュリティー関連アップデ
ートなどのため）。
Home Connectアプリは、利用可能な
ソフトウェアアップデートを通知しま
す。

個人情報保護

個人情報保護に関する注意に留意して
ください。
お使いの装置がインターネットに接続さ
れたホームネットワークに初めてアクセ
スする際に、次のカテゴリーの情報が
Home Connectサーバーに伝達されます
（初回登録）：
¡ 一意な装置識別（装置キーおよびビ
ルトインのWi-Fi通信モジュールの
MACアドレスから生成）。

¡ Wi-Fi通信モジュールのセキュリテ
ィー証明書（接続の情報技術的な予
備のため）。

¡ お使いの家電の現在のソフトウエア
バージョンおよびハードウエアバー
ジョン。

¡ 場合によっては以前に行われた初期
設定の状態。

この初回登録はHome Connect機能の
使用を準備しますので、
Home Connect機能を最初に使う時に
初めて必要になります。
注記： Home Connect機能は
Home Connectアプリと連携してのみ
使えるので、ご注意ください。個人情
報保護に関する情報はHome Connect
アプリ内で呼び出すことができます。
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洗浄とメンテナンス

洗浄とメンテナンス
洗浄とメンテナンス

装置を長くお使いいただけるように、
慎重に洗浄とメンテナンスを行ってく
ださい。

洗浄容器を洗浄する

警告
健康に対する損傷の危険!
塩素を含んだ洗浄剤を使用すると、健
康障害を引き起こす恐れがあります。
▶ 塩素含有洗浄剤を絶対に使用しない
でください。

1. 内部の大きな汚れを湿らせた布で除
去します。

2. 洗浄剤室に洗浄剤を充填します。
3. 温度が最も高いプログラムを選択し
ます。
→ "プログラム", ページ ﻿19

4. "プログラムを食器を入れない状態
でスタートします。" → ページ ﻿34

洗浄剤

装置の洗浄に適した洗浄剤のみを使用
してください。
→ "安全な使用", ページ ﻿11

アドバイス： 食器洗浄機用の試験・承
認済みの機械お手入れ剤および洗浄剤
については、ホームページhttps://
www.bosch-home.com/storeを参照さ
れるか、カスタマーサービスにお問い
合わせください。

装置のお手入れに関するヒント

お使いの装置の機能を常時維持するた
めに、装置のお手入れに関するヒント
に留意してください。
措置 長所

ドアのパッキン、
食器洗浄機のフロ
ントおよびコント
ロールパネルは、
湿らせた布と洗浄
剤などで定期的に
拭いてください。

装置部品を清潔か
つ衛生的に保ちま
す。

持続時間が長くな
る場合は、本装置
のドアを持たせか
けた状態にしま
す。

不快な臭気発生を
防止します。

装置のお手入れ 
食物の残りや石灰分などによる沈積
は、お使いの装置の故障原因となる恐
れがあります。故障を防止し、臭気発
生を軽減するために、本装置を定期的
に洗浄してください。
装置のお手入れは、お使いの装置のお
手入れは、装置お手入剤および装置ク
リーナーと組み合わせた、お使いの食
器洗浄機をお手入れするために適した
プログラムです。

アドバイス： 食器洗浄機用の試験・承
認済みの機械お手入れ剤および洗浄剤
については、ホームページhttps://
www.bosch-home.com/storeを参照さ
れるか、カスタマーサービスにお問い
合わせください。
装置のお手入れは、洗浄プロセス中に
沈積物を除去するプログラムです。洗
浄は二段階で行われます：

https://www.bosch-home.com/store
https://www.bosch-home.com/store
https://www.bosch-home.com/store
https://www.bosch-home.com/store
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段階 以下の除去： 洗浄剤 配置

1 油脂分と石灰分 液体装置お手入れ剤ま
たは粉末機械脱灰剤。

装置内部、例えばカト
ラリーバスケット内に
掛けたボトルや室内の
粉末。

2 食物の残存物と沈積
物

装置クリーナー 洗浄剤室

最適な洗浄能力のために、プログラム
は、該当する洗浄段階別に相互に洗浄
剤を仕分けます。そのために、洗浄剤
の適切な配置が必要です。
コントロールパネルの装置のお手入れ
用表示が点灯したか、またはそのため
にディスプレイに通知が表示された場
合、食器なしで装置のお手入れを実施
します。装置のお手入れが終了する
と、表示が消えます。お使いの装置に
記憶機能が備わっていない場合、装置
のお手入れを2ヶ月毎に実施すること
を推奨します。
装置のお手入れ を実施する
注記
¡ 食器を収納していない状態でプログ
ラム装置のお手入れを実施します。

¡ 食器洗浄機専用の装置お手入れ剤お
よび装置クリーナーのみを使用して
ください。

¡ 本装置の洗浄庫にエクストラクター
フードのグリースフィルターやアル
ミニウム鍋などのアルミニウム部品
がないか注意してください。

¡ 3回洗浄後に装置のお手入れを実施
しなかった場合、装置のお手入れの
表示が自動的に消えます。

¡ 最適な洗浄能力を維持するために、
洗浄剤が正しく配置されているか注
意してください。

¡ 装置お手入れ剤および装置クリーナ
ーのパッケージに記載されている安
全上の注意および使用上の注意を守
ってください。

1. 内部の大きな汚れを湿らせた布で除
去します。

2. フィルターを洗浄します。

3. 本装置の室内に装置お手入れ剤を配
置します。
食器洗浄機専用の装置お手入れ剤を
使用してください。

4. 装置クリーナーを洗浄剤室に一杯に
なるまで充填します。
本装置の室内には装置クリーナーを
充填しないでください。

5.  を押します。
6.  を押します。
a装置のお手入れを実施します。
aプログラムが終了すると、装置のお
手入れの表示が消えます。

フィルターシステム

フィルターシステムは洗浄回路から粗
い汚れを取り除きます。

1

2

3

1 マイクロフィルター

2 細フィルター

3 マクロフィルター
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フィルターを洗浄する

すすぎ水からの汚れがフィルターを詰
まらせることがあります。
1. 洗浄のたびにフィルターに残存物が
ないか点検してください。

2. マクロフィルターを反時計回りに回
転させ 、フィルターシステムを
取り外します ⁠。
‒ ポンプパンに異物が落ちていない
か注意してください。

1

2

3. マイクロフィルターを下方へ引き抜
きます。

4. キャッチタペットを押し挟み 、
マクロフィルターを上方へ取り外し
ます ⁠。

1

2

5. 流水でフィルターエレメントを洗浄
します。
マクロフィルターと細フィルターの
間の汚れの縁を丁寧に洗浄します。

6. フィルターシステムを組み立てま
す。
マクロフィルターのキャッチタペッ
トがかみ合っているか注意してくだ
さい。

7. フィルターシステムを本装置に取り
付け、マクロフィルターを時計回り
に回転させます。
‒ 矢印マークが向かい合っているか
確認してください。
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スプレーアームを洗浄する

石灰分やすすぎ水からの汚れがスプレ
ーアームのノズルおよびベアリングの
動きを妨げることがあります。スプレ
ーアームを定期的に洗浄してくださ
い。
1. 上段スプレーアームを緩め 、下に
引きます ⁠。

1

2

2. 下段スプレーアームを上方へ引きま
す。

3. 水を流しながら、スプレーアームの
アウトレットノズルが詰まっていな
いか点検し、必要に応じて異物を除
去します。

4. 下段スプレーアームを取り付けま
す。

aスプレーアームはカチッと音を立て
てはまります。

5. 上段スプレーアームを取り付け、し
っかりとねじ止めします。
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故障を修理する

故障を修理する
故障を修理する

装置の小さな故障は、ご自分で修理することができます。カスタマーサービスに
連絡する前に、故障修理に関する情報をご覧ください。それにより不要なコスト
を回避できます。

警告
電磁場の危険!
不適切な修理は危険です。
▶ 専門訓練を受けた専門技術者のみが本装置の修理を行うことができます。
▶ 本装置を修理する際は、必ず純正交換部品を使用してください。
▶ 本装置の電源接続配線が損傷している場合、メーカーまたはそのカスタマーサ
ービスから入手した専用の接続配線と交換する必要があります。

装置の安全性

エラー 原因 故障かなと思ったら

装置のドアが開かな
い、または開けにく
い。

チャイルドロックが有
効になっている。

▶ "装置のドアを開く。" → ペー
ジ ﻿33

エラーコード／エラー表示／信号

エラー 原因 故障かなと思ったら

「E:20-60」が交互に点
灯する。

装置がヒーターへの石
灰分付着を検出。

1. 本装置の石灰分を取り除い
てください。

2. 本装置を軟水化装置と共に
作動させます。1

「E:21-30」が交互に点
灯する。

ゼオライト容器の吸込
み口が食器によって塞
がれています。

▶ 食器ピースを本装置に収納
することによって、"ゼオラ
イト容器の吸込み口" → ペー
ジ ﻿15が開かれた状態にしま
す。

「E:30-00」が交互に点
灯する。

水保護システムが有効
になっている。

1. 給水栓を閉めてください。
2. "カスタマーサービス" → ペー
ジ ﻿60に連絡してくださ
い。

「E:31-00」が交互に点
灯する。

水保護システムが有効
になっている。

1. 給水栓を閉めてください。
2. "カスタマーサービス" → ペー
ジ ﻿60に連絡してくださ
い。

1 装置の仕様により異なる
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エラー 原因 故障かなと思ったら

「E:32-00」が交互に点
灯するか、または水流
入のディスプレイが点
灯する。

給水ホースが折れ曲が
っている。

▶ 給水ホースを折れ曲がらな
いように配置してくださ
い。

給水栓が閉まってい
る。

▶ 給水栓を開けてください。

給水栓が固着してい
る、または石灰分が詰
まっている。

▶ 給水栓を開けてください。
流量は、給水栓を開けた状
態で10 l/分以上が必要です。

給水またはAquaStopホ
ースの水接続部のフィ
ルターが詰まってい
る。

1. 本装置のスイッチをオフに
してください。

2. 電源プラグを引き抜いてく
ださい。

3. 給水栓を回して閉めてくだ
さい。

4. 水接続部を外してくださ
い。

5. 給水ホースからフィルター
を取り外してください。

6. フィルターを清掃してくだ
さい。

7. 給水ホースにフィルターを
取り付けてください。

8. 水接続部を接続してくださ
い。

9. 水接続部に漏れがないか点
検してください。

10. 電源を接続してください。
11. 本装置のスイッチをオンに
してください。

「E:34-00」が交互に点
灯する。

水が本装置に常時流れ
る。

1. 給水栓を閉めてください。
2. "カスタマーサービス" → ペー
ジ ﻿60に連絡してくださ
い。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

「E:61-02」が交互に点
灯する。

排水ポンプが故障して
いる。

▶ 排水ポンプを洗浄してくだ
さい。
→ "排水ポンプを洗浄する",
ページ ﻿59

排水ポンプのカバーが
緩んでいる。

▶ "排水ポンプ" → ページ ﻿59の
カバーをはめ込みます。

「E:61-03」が交互に点
灯する。水が排水され
ない。

排水ホースが詰まって
いる、または折れ曲が
っている。

1. 排水ホースを、折れ曲がら
ないように取り回してくだ
さい。

2. 残存物を除去してくださ
い。

吸上げ管接続部がまだ
閉じている。

▶ 吸上げ管の接続部を点検
し、必要があれば開きま
す。

排水ポンプのカバーが
緩んでいる。

▶ "排水ポンプ" → ページ ﻿59の
カバーをはめ込みます。

「E:90-01」が交互に点
灯する。

電源の電圧が低すぎ
る。

装置の故障ではありません。
1. 電気技師を呼んでくださ
い。

2. 電気技師に電源の電圧およ
び電気系統の点検してもら
ってください。

「E:92-40」が交互に点
灯する。

フィルターが汚れてい
る、または詰まってい
る。

▶ フィルターを洗浄してくだ
さい。
→ "フィルターを洗浄する",
ページ ﻿41
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エラー 原因 故障かなと思ったら

表示窓に別のエラーコ
ードが表示される。
「E:01-00～E:90-10」

技術的故障がある。 1.  を押してください。
2. 本装置の電源プラグを引き
抜くか、またはブレーカー
を切ってください。

3. 少なくとも2分間待ってくだ
さい。

4. 本装置の電源プラグをソケ
ットに差し込むか、または
ブレーカーを入れます。

5. 本装置のスイッチをオンに
してください。

6. 不具合が再発する場合：
‒  を押してください。
‒ 給水栓を閉めてくださ
い。

‒ 電源プラグを引き抜い
てください。

‒ "カスタマーサービス"
→ ページ ﻿60に電話
し、エラーコードを伝
えてください。

洗浄結果

エラー 原因 故障かなと思ったら

食器が乾いていない。 リンス剤を使用しなか
ったか、または計量の
設定が低すぎた。

1. "リンス剤" → ページ ﻿27を補
充してください。

2. リンス剤使用量を設定して
ください。
→ "リンス剤使用量を設定す
る", ページ ﻿28

プログラムまたはプロ
グラムオプションの乾
燥段階がないか、また
は短すぎる。

▶ "乾燥付きのプログラム（強
力洗浄、強力またはエコプ
ログラムなど）を選択して
ください。" → ページ ﻿19
オプションボタンによって
は乾燥結果が抑制されます
（バリオスピードなど）。



故障を修理する ja

47

エラー 原因 故障かなと思ったら

食器が乾いていない。 食器またはカトラリー
の窪みに水が集まる。

▶ 食器はできる限り斜めに収
納してください。

複合洗浄剤を使用する
と乾燥能力が低下しま
す。

1. リンス剤を使用すると、乾
燥能力を向上できます。

2. 乾燥能力のより高い別の混
合洗浄剤を使用してくださ
い。

乾燥レベルを引き上げ
るための特別乾燥が無
効になっていた。

▶ 特別乾燥 を有効にしてくだ
さい。

食器を取り出すのが早
すぎた。または乾燥プ
ロセスがまだ終了して
いなかった。

1. プログラム終了を待ってく
ださい。

2. プログラム終了後30分経っ
てから食器を取り出しま
す。

エコリンス剤の使用に
よって乾燥能力が抑制
された。

▶ 一般的なブランドのリンス
剤を使用してください。
エコ製品では、有効性が制
限されていることがありま
す。

プラスチック製食器が
乾いていない。

故障なし。プラスチッ
クは保温力が低いこと
により、乾きが良くあ
りません。

▶ 修理できません。

カトラリーが乾いてい
ない。

カトラリーバスケット
またはカトラリートレ
イの中でのカトラリー
分類が不適切だった。

カトラリーの設置場所に水滴が
形成される。
1. "カトラリーは、できれば離
して個別に収納してくださ
い。" → ページ ﻿32

2. 固まって配置することを避
けてください。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

洗浄プロセス後、装置
内部が濡れている。

故障なし。凝縮乾燥の
乾燥原理により、容器
内に水滴ができるのは
物理的にやむをえない
ことであり、望まし
い。大気中の湿気が本
装置の内壁で結露し、
流れ落ち、排出され
る。

処置は不要です。

上段食器バスケットの
食器に食べ物の残りが
付着している。

上段食器バスケットに
食器を収納した際、間
隔が狭すぎた。または
上段食器バスケットに
詰め込みすぎた。

▶ スペースを十分空けて、上
段食器バスケットに食器を
収納してください。深なべ
やグラタン皿などの大型の
カトラリーは傾けてくださ
い。

食器に食べ物の残りが
付着している。

食器を収納した際、間
隔が狭すぎた。食器バ
スケットに詰め込みす
ぎた。

1. スペースを十分空けて、食
器を収納してください。
水噴射が食器表面に達する
ように食器を収納してくだ
さい。

2. 固まって配置することを避
けてください。

スプレーアームの回転
が妨げられている。

▶ スプレーアームの回転が妨
げられないように食器を収
納してください。

スプレーアームノズル
が詰まっている。

▶ "スプレーアーム" → ペー
ジ ﻿42を洗浄してください。

フィルターが汚れてい
る。

▶ フィルターを洗浄してくだ
さい。
→ "フィルターを洗浄する",
ページ ﻿41

フィルターが誤って取
り付けられている、ま
たは、ロックされてい
ない。もしくはその両
方。

1. フィルターを正しく取り付
けてください。
→ "フィルターシステム", ペ
ージ ﻿40

2. フィルターをロックしてく
ださい。

選んだ洗い流しプログ
ラムが弱すぎる。

▶ より強力な洗い流しプログ
ラムを選択してください。
→ "プログラム", ページ ﻿19
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エラー 原因 故障かなと思ったら

食器に食べ物の残りが
付着している。

食器の予備洗いが強力
すぎる。サンサーによ
って弱いプログラム進
行に決定される。こび
りついた汚れを部分的
に落とすことができな
い。

▶ 目につく食べ物の残りを食
器から取り除くだけで、食
器を予備洗いしないでくだ
さい。

背が高く細い容器が、
コーナー部分で十分に
洗浄されない。

▶ 背が高く細い容器は、あま
り斜めにせず、コーナー部
分に配置しないでくださ
い。

上段食器バスケットの
高さが左右で均などで
ない。

▶ 上段食器バスケットの高さ
を左右で均などに設定しま
す。
→ "上段食器バスケット", ペ
ージ ﻿21

本装置内の洗浄剤の残
り

洗浄剤室の蓋が食器ピ
ースによって妨げられ
ていて開かない。

1. 食器は上段食器バスケット
に、タブレットトレイが食
器によってロックされない
ように収納してください。
→ "食器を収納する", ペー
ジ ﻿32
食器ピースが洗浄剤蓋の邪
魔になる。

2. 食器ピースまたは芳香剤容
器をタブレットトレイに配
置しないでください。

洗浄剤室の蓋がタブレ
ットによって妨げられ
ていて開かない。

▶ タブレットは、洗浄剤室に
立てずに横向きにはめ込ん
でください。

タブレットは、クイッ
ク洗浄またはショート
プログラムで使用しま
す。タブレッの溶解時
間が十分でない。

▶ より強力な"プログラム" → ペ
ージ ﻿19を選択するか、また
は"粉末洗浄剤" → ページ ﻿28
を使用してください。

保管期間が長くなると
洗浄効果が低下したり
溶解しにくくなるか、
または洗浄剤が固まっ
てしまう。

▶ "洗浄剤" → ページ ﻿28を変更
してください。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

プラスチックピースの
上に水垢が残ってい
る。

プラスチック表面での
水滴の形成は、物理的
に避けられません。乾
燥後、水垢が目立つ。

▶ より強力なプログラムを選
択する。
→ "プログラム", ページ ﻿19

▶ 食器を斜めに収納してくだ
さい。
→ "食器を収納する", ペー
ジ ﻿32

▶ リンス剤を使用してくださ
い。
→ "リンス剤", ページ ﻿27

▶ 軟水化装置をより高く設定
してください。

装置内部またはドア
に、拭き取れる、また
は水で落とせる曇りが
できる。

洗浄剤の成分が沈積し
ている。この曇りは、
ほとんどの場合、化学
的には落とせない。

▶ "洗浄剤" → ページ ﻿28を変更
してください。

▶ 装置を物理的に洗浄洗浄し
てください。

装置内部に白い曇りが
層をなす。

1. 軟水化装置を正しく設定し
てください。
大抵の場合、設定を引き上
げる必要があります。

2. 必要に応じて洗浄剤を変更
してください。

特殊塩容器の蓋が閉め
られていない。

▶ 特殊塩容器の蓋を閉めてく
ださい。

白い、落ちにくい曇り
が食器、装置内部、ま
たはドアにできる。

洗浄剤の成分が沈積し
ている。この曇りは、
ほとんどの場合、化学
的には落とせない。

▶ "洗浄剤" → ページ ﻿28を変更
してください。

▶ 装置を物理的に洗浄洗浄し
てください。

硬度領域の設定が間違
っている、または水硬
度が50 °dH（8,9 mmol/
l）を超えている。

▶ 軟水化装置の水硬度を設定
するか、または特殊塩を補
充してください。

3 in 1洗浄剤またはエコ
洗浄剤が十分な効果を
発揮していない。

▶ 軟水化装置の水硬度を設定
し、適切な手段（ブランド
洗浄剤、特殊塩、リンス）
を使用してください。

洗浄剤の投入量が少な
い。

▶ 洗浄剤投入量を増やすか、
または"洗浄剤" → ページ ﻿28
を変更してください。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

白い、落ちにくい曇り
が食器、装置内部、ま
たはドアにできる。

選んだ洗い流しプログ
ラムが弱すぎる。

▶ より強力な洗い流しプログ
ラムを選択してください。
→ "プログラム", ページ ﻿19

食器に茶渋や口紅の痕
が残る。

洗浄温度が低すぎる。 ▶ 洗浄温度がより高いプログ
ラムを選択してください。
→ "プログラム", ページ ﻿19

洗浄剤の投入量が少な
いか、または不適切で
ある。

▶ 適切な"洗浄剤" → ページ ﻿28
を使用し、メーカー表示に
従って投入してください。

食器の予備洗いが強力
すぎる。サンサーによ
って弱いプログラム進
行に決定される。こび
りついた汚れを部分的
に落とすことができな
い。

▶ 目につく食べ物の残りを食
器から取り除くだけで、食
器を予備洗いしないでくだ
さい。

色（ブルー、イエロ
ー、ブラウン）の付い
た、落ちにくい、ある
いは落ちない曇りが装
置内部またはステンレ
ス食器に残る。

野菜の成分（キャベ
ツ、セロリ、ジャガイ
モ、ヌードルなど）ま
たは水道水の成分（マ
ンガン）による層形成
が発生する。

▶ 本装置を洗浄してくださ
い。
"物理的洗浄" → ページ ﻿39ま
たは装置クリーナーにより
曇りを除去することができ
ます。曇りは、完全に除去
できないことがあります
が、健康上は問題ありませ
ん。

銀またはアルミニウム
製の食器に、金属成分
による層ができる。

▶ 本装置を洗浄してくださ
い。
"物理的洗浄" → ページ ﻿39ま
たは装置クリーナーにより
曇りを除去することができ
ます。曇りは、完全に除去
できないことがあります
が、健康上は問題ありませ
ん。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

色（イエロー、オレン
ジ、ブラウン）の付い
た、簡単に落とせる沈
積が装置内部（主に底
領域）にある。

食べ物の残りの成分ま
たは水道水の成分（石
灰分）による「石鹸の
ような」層形成が発生
する。

1. 軟水化装置の設定を点検し
てください。

2. 特殊塩を充填してくださ
い。
→ "特殊塩を充填する", ペー
ジ ﻿26

3. 混合洗浄剤（タブレット）
を使用する場合、軟水化装
置を有効にしてください。
洗浄剤に関する注意に留意
してください。
→ "洗浄剤に関する注意事項",
ページ ﻿30

装置内部のプラスチッ
クパーツが変色してい
る。

内部のプラスチックパ
ーツは、食器洗浄機使
用期間中に変色するこ
とがある。

▶ 変色が発生することがあり
ますが、本装置の機能には
影響を与えません。

プラスチックパーツが
変色している。

洗浄温度が低すぎる。 ▶ 洗浄温度がより高いプログ
ラムを選択してください。
→ "プログラム", ページ ﻿19

食器の予備洗いが強力
すぎる。サンサーによ
って弱いプログラム進
行に決定される。こび
りついた汚れを部分的
に落とすことができな
い。

▶ 目につく食べ物の残りを食
器から取り除くだけで、食
器を予備洗いしないでくだ
さい。

グラス、メタリックデ
ザインのグラス、およ
びカトラリーの表面に
条痕がある。

リンス剤使用量の設定
が高すぎる。

▶ リンス剤装置を低い段階に
設定してください。

リンス剤が充填されて
いない。

▶ → "リンス剤を充填する", ペ
ージ ﻿27

すすぎ洗いのプログラ
ム段階で洗浄剤の残り
があります。洗浄剤室
の蓋が食器によって妨
げられて、完全に開か
なかった。

1. 食器は上段食器バスケット
に、タブレットトレイが食
器によってロックされない
ように収納してください。
→ "食器を収納する", ペー
ジ ﻿32
食器ピースが洗浄剤蓋の邪
魔になる。

2. 食器ピースまたは芳香剤容
器をタブレットトレイに配
置しないでください。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

グラス、メタリックデ
ザインのグラス、およ
びカトラリーの表面に
条痕がある。

食器の予備洗いが強力
すぎる。サンサーによ
って弱いプログラム進
行に決定される。こび
りついた汚れを部分的
に落とすことができな
い。

▶ 目につく食べ物の残りを食
器から取り除くだけで、食
器を予備洗いしないでくだ
さい。

元に戻らないグラスの
曇り。

グラスが食器洗浄機で
使用できるというだけ
で、食器洗浄機への耐
性がない。

▶ 食器洗浄機に耐性のあるグ
ラスを使用してください。
グラスは大抵、洗浄機に適
しています。つまり、長時
間摩耗または長時間劣化を
考慮に入れる必要がありま
す。

▶ 蒸気にさらされる段階（す
すぎプロセス終了後の持続
時間）が長くならないよう
にしてください。

▶ より低い温度のプログラム
を使用してください。
→ "プログラム", ページ ﻿19

▶ 軟水化装置を水硬度に設定
してください。

▶ ガラス保護成分を含む洗浄
剤を使用してください。

カトラリーに錆の痕跡
ができる。

カトラリーの錆への耐
性が不十分である。ナ
イフの刃が何度も強く
ぶつかった。

▶ 錆への耐性があるカトラリ
ーを使用してください。

カトラリーは、錆びる
ものと一緒に洗浄して
も錆が出る。

▶ 錆びるものを洗浄しないで
ください。

すすぎ水の塩含有量が
高すぎる。

1. 洗浄容器からこぼれた特殊
塩を除去してください。

2. 特殊塩容器の栓をしっかり
閉めます。

洗浄剤が、洗浄剤室ま
たはタブレットトレイ
の中に残っている。

スプレーアームが食器
ピースによって妨げら
れており、洗浄剤をよ
くすすげない。

▶ スプレーアームは、動きが
妨げられず、回転が妨げら
れていないことを確認して
ください。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

洗浄剤が、洗浄剤室ま
たはタブレットトレイ
の中に残っている。

洗浄剤を充填する際、
洗浄剤室が湿ってい
た。

▶ 洗浄剤は必ず乾燥した状態
の洗浄剤室に充填してくだ
さい。

異常な泡の発生があ
る。

リンスストック容器に
手洗い用洗剤が入って
いる。

▶ ただちにリンスストック容
器にリンス剤を充填してく
ださい。
→ "リンス剤を充填する", ペ
ージ ﻿27

リンス剤がこぼれた。 ▶ リンス剤を布で除去してく
ださい。

使用中の洗浄剤または
装置のお手入れ剤によ
って生成される泡が多
すぎる。

▶ 洗浄剤のブランドを変更し
てください。

Home Connectの問題
エラー 原因 故障かなと思ったら

ホームネットワークが
構築されていない。

ルーターのWLANが有効
になっていない。

▶ お使いのルーターのワイヤ
レスネットワーク接続を点
検してください。

WLANインジケーターが
点滅している。

ホームネットワークへ
の接続を使用できな
い。

▶ お使いのルーターのワイヤ
レスネットワーク接続を有
効にしてください。

Home Connectを正しく実
行することができな
い。

Home Connectが間違って
設定されている。

▶ Home Connectの添付資料をご
覧ください。

技術的故障がある。 ▶ Home Connectの添付資料とサ
ポート表示をご覧くださ
い。

ディスプレイ部の注意事項

エラー 原因 故障かなと思ったら

特殊塩用補充表示が点
灯する。

特殊塩の不足。 ▶ "特殊塩" → ページ ﻿26を充填
してください。

センサーが特殊塩タブ
レットを検出しない。

▶ 特殊塩タブレットを使用し
ないでください。

特殊塩用補充表示が点
灯しない。

軟水化装置のスイッチ
がオフになっている。

▶ 軟水化装置を設定する
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エラー 原因 故障かなと思ったら

リンス剤用補充表示が
点灯する。

リンス剤がない。 1. "リンス剤" → ページ ﻿27を補
充してください。

2. リンス剤使用量を設定して
ください。
→ "リンス剤使用量を設定す
る", ページ ﻿28

リンス剤用補充表示が
点灯しない。

リンス剤システムのス
イッチがオフになって
いる。

▶ リンス剤使用量を設定す
る。

ディスプレイが点滅す
る。

装置のドアが完全に閉
じていない。

▶ 本装置のドアを閉じてくだ
さい。

‒ 食器が食器バスケット
上に突き出て、本装置
のドアの安全なロック
を妨げないように、食
器を収納してくださ
い。

機能障害

エラー 原因 故障かなと思ったら

プログラム終了後、水
が本装置内に残ってい
る。

フィルターシステムま
たはフィルターよりも
下流の領域が詰まって
いる。

1. "フィルター" → ページ ﻿41を
洗浄してください。

2. "排水ポンプ" → ページ ﻿59を
洗浄してください。

プログラムがまだ終了
していない。

▶ プログラム終了を待つか、
またはプログラムをリセッ
トで中断してください。

▶ → "プログラムを中断する",
ページ ﻿34

装置のスイッチがオン
にならない、または作
動しない。

ソフトウェアアップデ
ートを実行します。

▶ ソフトウェアアップデート
が完了するまで待ってくだ
さい。

本装置の機能が停止し
ている。

1. 電源プラグを引き抜くか、
またはブレーカーを切って
ください。

2. 少なくとも2分間待ってくだ
さい。

3. 本装置を電源に接続してく
ださい。

4. 本装置のスイッチをオンに
してください。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

装置が作動しない。 館内のブレーカーが正
常でない。

▶ 館内のブレーカーを点検し
てください。

電源ケーブルが差し込
まれていない。

1. ソケットが機能しているか
点検してください。

2. 電源ケーブルがソケットお
よび装置裏側に完全に差し
込まれているか点検してく
ださい。

装置のドアが完全に閉
じていない。

▶ 本装置のドアを閉じてくだ
さい。

プログラムが自動的に
スタートしてしまう。

プログラム終了を待た
なかった。

▶ → "プログラムを中断する",
ページ ﻿34

プログラム中、装置が
立ち往生または停止し
てしまう。

装置のドアが完全に閉
じていない。

▶ 本装置のドアを閉じてくだ
さい。

電力および水の両方ま
たは片方の供給が遮断
されている。

1. 電力の供給を点検してくだ
さい。

2. 水の供給を点検してくださ
い。

上段バスケットが内部
ドアに当たっていて、
本装置のドアがしっか
りと閉まるのを妨げて
いる。

▶ ソケット、または取り付け
られたままのホースホルダ
ーが本装置の背面パネルに
当たっているか点検しま
す。

▶ 食器が食器バスケット上に
突き出て、本装置のドアの
安全なロックを妨げないよ
うに、食器を収納してくだ
さい。
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エラー 原因 故障かなと思ったら

すべてのLEDが点灯ま
たは点滅します。

電子機器がエラーを検
出しました。

1. メインスイッチボタンを約4
秒間押します。
→ "操作部", ページ ﻿16
装置がリセットされ、再起
動されます。

2. 不具合が再発する場合：
‒ 本装置のスイッチをオ
フにしてください。

‒ 電源プラグを引き抜く
か、配電盤内のブレー
カーをオフにしてくだ
さい。

‒ 少なくとも2分間待って
ください。

‒ 配電盤内のブレーカー
をオンにするか、電源
プラグを差し込んでく
ださい。

‒ 本装置のスイッチをオ
ンにしてください。

3. 不具合が再発する場合：
‒ カスタマーサービスま
でお問い合わせくださ
い。
→ "カスタマーサービ
ス", ページ ﻿60

機械的損傷

エラー 原因 故障かなと思ったら

装置のドアが閉じな
い。

ドアロックが急に作動
した。

▶ 本装置のドアを力を込めて
閉じてください。

取り付け状態のせいで
ドアの閉鎖が妨げられ
ている。

▶ 本装置が正しく取り付けら
れているか点検してくださ
い。
本装置のドア、ドアトリ
ム、取り付け部品は、閉じ
る際に、隣接するキャビネ
ットや作業プレートに衝突
してはなりません。

洗浄剤室の蓋が閉じな
い。

洗浄剤室または蓋が、
付着した洗浄剤の残り
により妨げられてい
る。

▶ 洗浄剤の残りを除去してく
ださい。
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ノイズ

エラー 原因 故障かなと思ったら

充填バルブの衝撃音が
聞こえる。

館内据付けによって異
なる。装置の故障はな
い。装置の機能に影響
しない。

▶ 対策は屋内設置の場合のみ
可能です。

衝撃音または衝突音が
聞こえる。

スプレーアームが食器
に衝突している。

▶ 食器は、スプレーアームが
食器に衝突しないように収
納してください。

洗う食器が少ないとき
に、水の噴射が洗浄容
器に直接当たる。

▶ 食器を均などに配分してく
ださい。

▶ 本装置へ積載する食器の量
を増やしてください。

軽い食器ピースが洗浄
中に動く。

▶ 軽い食器が動かないように
収納してください。



輸送、保管、廃棄処分 ja

59

排水ポンプを洗浄する

食べ物の大きな残りまたは異物は、排
水ポンプを塞ぐことがあります。すす
ぎ水が適正に流出しなくなったら、た
だちに排水ポンプを洗浄する必要があ
ります。

警告
負傷の危険!
鋭く尖った物体またはガラスの破片
が、排水ポンプを妨げ、負傷の原因と
なることがあります。
▶ 異物を慎重に除去します。

1. 本装置を電源から切り離します。
2. 上段および下段食器バスケットを取
り外します。

3. フィルターシステムを取り外しま
す。

4. 残っている水を汲み出します。
必要に応じて、スポンジを使用しま
す。

5. ポンプのカバーをスプーンを使って
持ち上げ、縁をつかみます。

6. ポンプのカバーを斜めに内側へ持ち
上げ、取り外します。

aこうして羽根車に手が届くようにな
ります。

7. ウイングホイール部分の食べ物の残
りと異物を除去します。

8. ポンプカバーを取り付け 、下方
へ押します ⁠。

1

2

aポンプカバーはカチッと音を立てて
はまります。

9. フィルターシステムを取り付けま
す。

10.上段および下段食器バスケットを設
置します。

輸送、保管、廃棄処分

輸送、保管、廃棄処分
輸送、保管、廃棄処分

装置を取り外す

1. 本装置を電源から切り離します。
2. 給水栓を閉めます。
3. 排水接続部を外します。
4. 飲料水接続部を外します。
5. 家具パーツへの固定ねじがあれば、
それを外します。

6. 基礎板があれば、それを取り外しま
す。

7. 本装置を慎重に引き出し、ホースを
慎重に引き抜きます。

装置を凍らないようにする

本装置を凍結のおそれのある空間（例
えば、休暇用別荘）に置く場合、本装
置は必ず完全に空にしてください。
▶ 本装置を空にします。

→ "装置を輸送する", ページ ﻿60
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装置を輸送する

装置の損傷を防止するため、輸送前に
本装置を空にしてください。
注記： 中に残っている水が装置の制御
部に達して、装置の損傷を引き起こさ
ないように、装置は必ず立てた状態で
輸送します。
1. 本装置から食器を取り出します。
2. ばらの部品を固定します。
3. "本装置のスイッチをオンにしま
す。" → ページ ﻿33

4. 温度が最も高いプログラムを選択し
ます。
→ "プログラム", ページ ﻿19

5. "プログラムをスタートします。"
→ ページ ﻿34

6. 本装置を空にするために、プログラ
ムを約4分後に中断します。
→ "プログラムを中断する", ペー
ジ ﻿34

7. "本装置のスイッチをオフにしま
す。" → ページ ﻿34

8. 給水栓を閉めます。
9. 残っている水を装置から抜くため
に、給水ホースを外して、水を流出
させます。

中古製品の廃棄処分

環境に配慮した廃棄処分によって貴重
な原料が再利用できるようになりま
す。

警告
健康に対する損傷の危険!
子どもが装置内に閉じ込められて生命
に危機にさらされるおそれがありま
す。
▶ 使用済み装置では、電源コードのプ
ラグを抜いてから電源コードを分断
し、装置のドアの錠前を破壊して、
装置のドアが閉じられなくなるよう
にしてください。

1. 電源コードのプラグを抜いてくださ
い。

2. 電源コードを分断してください。
3. 本機器は環境に配慮した方法で廃棄
処分してください。
最新の廃棄方法に関する情報は、本
装置をお求めになった専門店または
市町村行政でお求めください。

この装置は、電子・電気
中古装置に関する欧州指
令 2012/19/EU(waste
electrical and electronic
equipment – WEEE)に適合す
るものと認証されていま
す。
指令は、欧州全体で有効
な中古装置の引き取りと
活用の枠組みを定めてい
ます。

カスタマーサービス

カスタマーサービス
カスタマーサービス

お客様の国における保証期間および保
証条件についての詳細は、当社カスタ
マーサービス、お客様担当のディーラ
ー、当社ウェブサイトで入手すること
ができます。
カスタマーサービスにご連絡の際は、
お使いの装置の製品番号(E-Nr.)、シリ
アル番号(FD)コード番号(Z-Nr.)が必要
となります。
カスタマーサービスの連絡先データに
ついては、付属のカスタマーサービス
ディレクトリまたは当社ウェブサイト
をご覧ください。

製造番号(E-Nr.)、シリアル番号
(FD)、コード番号(Z-Nr.)
製造番号(E-Nr.)、シリアル番号(FD)、
コード番号(Z-Nr.)は装置の銘板にあり
ます。
銘板はデバイスドアの内側にありま
す。
装置データとカスタマーサービスの電
話番号をすばやく見つけ出すために、
データをメモしてください。
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AQUA-STOP保証
売買契約に基づく販売者に対する保証
請求に加え、また当社が提供する製造
者保証に加え、当社は以下の条件で損
害補償を提供します。
¡ 当社のAqua-Stopシステムの故障が
原因で水による損害が発生した場
合、当社は個人ユーザーの損害を補
償します。水に対する安全を確保す
るために、装置は電源に接続されて
いなければなりません。

¡ この損害に対する保証は、装置の耐
用期間全体に対して有効です。

¡ 保証請求の前提条件はAqua-Stopを
装備する装置が当社説明書に応じて
適切に設置、接続され、適切に取り
付けたAqua-Stopエクステンション
(純正付属品)を包含していることで
す。当社が提供する保証は、給水栓
につながるAqua-Stop連結部までの
配管または水栓の欠陥には適用され
ません。

¡ Aqua-Stopを搭載した装置は、原則
として運転中の監視、またはその後
の給水栓閉鎖による安全確保を必要
としません。給水栓を閉じる必要が
あるのは、例えば数週間に及ぶ休暇
旅行の場合など、長くお住まいを留
守にする場合に限定されます。

技術仕様

技術仕様
技術仕様

重量 最大：60 kg
電圧 200 V、50 Hzまた

は60 Hz
接続値 1700 W
ヒューズによる保
護

15 A

水圧 ¡ 最低 50 kPa
(0.5 bar)

¡ 最大 1000 kPa
(10 bar)

供給量 最低10 l/min
水温 冷水。

温水、最高：
60 °C

収納量 13の標準プレイス
設定

フリーおよびオープンソースソ
フトウェアに関する情報

本製品は、著作権者によってフリーソ
フトウェアまたはオープンソースソフ
トウェアとしてライセンス供与された
ソフトウェアコンポーネントを含みま
す。
相応するライセンス情報は、家電機器
に保存されています。相応するライセ
ンス情報へのアクセスは、
Home Connectアプリによっても可能
です：「プロフィール -> 法的注意事
項 -> ライセンス情報」1 ライセンス情
報はブランド製品のウエブサイトから
ダウンロードすることができます。
(ご使用の機器モデルと詳細なドキュ
メントを製品ウェブサイト上で検索し
てください。) あるいは関連する情報
を ossrequest@bshg.com または
BSH Hausgeräte GmbH, Carl-Wery-
Str. 34, D-81739 München へご請求
ください。
ご請求に応じて、ソースコードを提供
いたします。
ご請求は ossrequest@bshg.com また
は BSH Hausgeräte GmbH, Carl-
Wery-Str. 34, D-81739 へお送りくだ
さい。
件名: „OSSREQUEST“
ご請求についての処理費用は請求書に
記載いたします。本見積もりは、購入
日から3年間、または少なくとも、該
当する機器のサポートおよびスペアパ
ーツを提供する期間中は有効です。

1 装置の仕様により異なる
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適合宣言

適合宣言
適合宣言

BSH Hausgeräte GmbHは、Home
Connect 機能を持つ本装置が、その基
礎となる要求およびその他の
2014/53/EU指令の関連規定に準拠し
ていることを宣言します。

RED の詳細な適合宣言書について
は、ホームページ www.bosch-
home.com からお使いの装置の製品ペ
ージの追加ドキュメントを参照してく
ださい。

2.4-GHz帯 (2400–2483.5 MHz): 最大
100 mW
5-GHz帯 (5150–5350 MHz + 5470–
5725 MHz): 最大100 mW

BE BG CZ DK DE EE IE EL ES
FR HR IT CY LI LV LT LU HU
MT NL AT PL PT RO SI SK FI
SE NO CH TR IS UK (NI)

5 GHz WLAN (Wi-Fi): 室内での使用専用。

AL BA MD ME MK RS UK UA
5 GHz WLAN (Wi-Fi): 室内での使用専用。





Thank you for buying a
Bosch Home Appliance!

Register your new device on MyBosch now and profit directly from:

• Expert tips & tricks for your appliance
• Warranty extension options
• Discounts for accessories & spare-parts
• Digital manual and all appliance data at hand
• Easy access to Bosch Home Appliances Service

Free and easy registration – also on mobile phones:
www.bosch-home.com/welcome

Looking for help? 
You'll find it here.

Expert advice for your Bosch home appliances, help with problems 
or a repair from Bosch experts. 
Find out everything about the many ways Bosch can support you: 
www.bosch-home.com/service 
Contact data of all countries are listed in the attached service
directory.

*9001575893*
9001575893 (020419) 650 V1
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81739 München, GERMANY
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